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シ
モ
ン
・
エ
ベ
ル
ソ
ル
ト

D
ans l’état de dégénérescence où nous som

m
es, c’est par la peau qu’on fera rentrer la 

m
étaphysique dans les esprits.

我
々
が
存
す
る
堕
落
し
た
状
態
に
お
い
て
、
我
々
は
肌
か
ら
形
而
上
学
を
精
神
の
な
か
に
復
帰
さ

せ
る
ほ
か
な
い
。

（A
ntonin A

rtaud, « Le théâtre de la cruauté » (1932), in Le théâtre et son double, Paris, 

G
allim

ard, 1964, p. 118. 

「
残
酷
の
演
劇
」
『
演
劇
と
そ
の
分
身
』
）

　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

九
鬼
周
造
の
著
作
は
一
見
、
断
片
的
に
見
え
る
。
有
名
な
「
い
き
」
や
「
風
流
」
に
関
す
る
日
本
文
化
論
的
考
察
も
あ
れ
ば
、「
偶
然
性
」

や
「
実
存
」
に
関
す
る
書
籍
・
論
文
も
あ
り
、
「
形
而
上
学
的
時
間
」
に
関
す
る
思
弁
も
あ
れ
ば
、
「
押
韻
」
に
関
す
る
詩
学
も
あ
る
。
特

に
九
鬼
は
五
十
三
歳
（
一
九
四
一
年
）
で
亡
く
な
っ
た
だ
け
に
そ
の
著
作
は
断
片
的
で
未
完
成
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
あ
た
か
も
そ
れ

に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
九
鬼
に
関
す
る
研
究
も
断
片
的
で
あ
る
。
「
い
き
」
に
関
す
る
書
籍
・
論
文
、
「
偶
然
性
」
に
関
す
る
研
究
、
「
時
間

論
」
に
関
す
る
論
文
、
等
々
あ
る
。
し
か
し
、
九
鬼
の
哲
学
を
包
括
的
に
解
釈
す
る
研
究
書
、
す
な
わ
ち
一
見
断
片
的
に
見
え
る
九
鬼
の

著
作
を
一
貫
し
た
観
点
か
ら
説
明
し
う
る
明
解
な
問
題
性( problém

atique, Problem
atik

)

に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
研
究
書
は
極
め
て
少

な
い
。

　

本
稿
の
目
的
は
ま
さ
に
断
片
的
に
見
え
る
九
鬼
の
著
作
を
一
貫
し
た
哲
学
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
問
題
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
我
々
は
、
九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
を
扱
う
。
こ
の
「
交
わ
り
」( croisem

ent)

と
い

う
考
え
は
九
鬼
の
著
作
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
１
）

、
こ
の
九
鬼
の
示
唆
を
通
し
て
一
般
的
な
哲
学
問
題
と
し
て
の
現
象
学
と

形
而
上
学
の
関
係
を
問
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
現
象
学
と
形
而
上
学
は
相
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
形
而
上
学
」
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
イ
デ
ア
を
、
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
が
第
一
動
者
を
説
い
た
際
に
考
え
た
よ
う
に
、
自
然( φύσις)

を
説
明
す
る
た
め
に
自
然
と
離
れ
て( χω

ριστός)

そ
れ
を
超
え
た
実

在
を
説
く
。
し
た
が
っ
て
形
而
上
学
は
、
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現・

・

・

・

・

・

象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
学
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
対
し
て
「
現

象
学
」
は
ま
さ
に
現・

・

・

・

・

象
の
研
究
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
意
識
に
現
れ
る
も
の
な
い
し
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
学
で
あ

る
。
し
か
し
な
ぜ
現
象
を
超
え
た
実
在
を
説
く
形
而
上
学
と
現
象
を
研
究
す
る
現
象
学
が
「
交
」
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な

ぜ
九
鬼
に
と
っ
て
相
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
形
而
上
学
と
現
象
学
が
「
交
」
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
問

題
を
軸
に
し
て
九
鬼
の
哲
学
を
研
究
す
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　

Propos sur le tem
ps ( 1928

)
 

に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題

　

こ
の
「
交
わ
り
」
の
テ
ー
マ
は
、Propos sur le tem

ps

（
時
間
論
）
に
お
い
て
既
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
二
八
年
に
ポ
ン
テ
ィ
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す
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あ
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あ
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ニ
ー
で
講
演
し
た
も
の
を
小
冊
子
に
し
て
パ
リ
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
（
２
）

。
し
た
が
っ
て
小
冊
子
の
題
名
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
交

わ
り
の
テ
ー
マ
は
時
間
論
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

水
平
面
は
存
在
論
的
現
象
学
的
脱
自
を
表
わ
し
、
垂
直
面
は
形
而
上
学
的
神
秘
的
脱
自
を
表
わ
す
。
こ
の
二
面
の
交
わ
り
が
時
間

特
有
の
構
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
３
）

　

「
存
在
論
的
現
象
学
的
脱
自
」
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
『
存
在
と
時
間
』(

一
九
二
七)

の
中
で
時
間
性
を
特
徴
づ
け
る
未
来
、
過
去
、

現
在
の
「
脱
自
」( A

ußer-sich, Ekstase)

（
４
）

を
指
す
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
脱
自
は
我
々
が
普
段
経
験
す
る
現
象
に
お
い
て
連
続
的
に

現
れ
る
限
り
「
水
平
」
的
で
あ
り
、
「
現
象
学
的
」
で
あ
る
。
こ
の
現
象
学
的
時
間
性
は
単
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
説
く
時
間
を
指
す
の
で
は

な
く
、
現
象
学
的
に
時
間
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
哲
学
者
達
の
時
間
概
念
を
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
九
鬼
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

時
間
も
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
も
「
現
象
学
的
」
で
あ
り
、
「
水
平
」
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
学
的
時
間
に
対
し
て
、
「
形
而
上
学

的
神
秘
的
脱
自
」
は
輪
廻
、
す
な
わ
ち
回
帰
的
な
時
間
を
指
す
。
こ
の
時
間
に
お
い
て
、
「
各
現
在
は
、
一
方
に
は
未
来
に
、
他
方
に
は
過

去
に
、
同
一
の
瞬
間
を
も
っ
て
い
て
」
、
「
無
限
に
深
い
厚
み
を
も
っ
た
瞬
間
で
あ
る
」
（
５
）

。
こ
の
時
間
に
お
い
て
各
現
在
は
、
連・

・

・

続
的
に

現
れ
る
現
象
学
的
時
間
の
脱
自
と
は
異
な
り
、
断・

・

・

続
的
で
あ
り
、
垂
直
的
で
あ
る
。
一
の
大
宇
宙
年
の
現
在
と
他
の
大
宇
宙
年
の
同
一
の

現
在
は
続
い
て
お
ら
ず
、
断
続
し
て
い
る
が
故
、
そ
れ
ら
同
一
の
現
在
に
存
す
る
我
は
、
現
象
学
的
に
脱
自
す
る
我
と
違
っ
て
、
老
い
る

こ
と
は
な
い
。
こ
の
断
続
的
な
同
一
の
諸
現
在
に
存
す
る
脱
自
を
九
鬼
は
「
形
而
上
学
的
神
秘
的
脱
自
」
と
呼
ぶ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

脱
自
は
普
段
の
経
験
を
超
え
た
も
の
を
指
し
て
お
り
、
形
而
上
学
的
で
あ
り
、
神
秘
家
の
恍
惚
に
も
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
坂
部
恵
や
小

浜
善
信
氏
は
「
形
而
上
学
的
時
間
」
に
つ
い
て
の
九
鬼
の
洞
察
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
形
而
上
学
的
時
間
と
現
象
学
的
時
間

の
「
交
わ
り
」
の
考
え
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
交
わ
り
に
つ
い
て
は
単
に
引
用
す
る
の
に
留
ま
り
、
そ
の
考
え
を
解
明
し

て
も
い
な
い
し
、
問
題
に
し
て
も
い
な
い
。
我
々
は
む
し
ろ
こ
の
交
わ
り
の
考
え
に
注
目
し
、
こ
の
考
え
を
特
に
問
題
と
し
た
い
。

　

存
在
論
的
現
象
学
的
脱
自
と
形
而
上
学
的
神
秘
的
脱
自
の
特
徴
付
け
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
両
面
は
相
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
、
九
鬼
は
こ
の
両
面
は
交
わ
り
合
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
九
鬼
は
、
い
か
に
交
わ
り
合
っ
て
い
る
か
説
明
し
な
い
が
、
一

つ
確
か
な
の
は
、
九
鬼
に
と
っ
て
時
間
は
単
に
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
よ
う
に
連
続
的
・
水
平
的
に
脱
自
す
る
の
で
は
な
く
、
同

時
に
ま
た
断
続
的
・
垂
直
的
に
脱
自
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
時
間
論
』
の
内
容
を
更
に
展
開
し
た
論
文
「
形
而
上
学
的
時
間
」

(

一
九
三
一)

で
は
、
こ
の
二
つ
の
脱
自
を
「
交
は
ら
せ
る
こ
と
が
「
時
熟
」
の
真
の
意
味
」 

（
６
）

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
交

わ
り
」
の
テ
ー
マ
は
、
九
鬼
の
哲
学
的
処
女
作
で
あ
る
『
時
間
論
』
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
三
年
後
に
刊
行
さ
れ
る
「
形
而
上
学
的
時
間
」

に
も
見
出
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
論
文
は
九
鬼
の
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
『
人
間
と
実
存
』(

一
九
三
九)

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
テ
ー
マ
は
九
鬼
の
執
筆
活
動
期
間
（
詩
を
除
け
ば
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
）
の
始
ま
り
と
終
わ
り
頃
に
見
出
せ
る
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
九
鬼
は
時
間
の
問
題
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
引
用
し
て
「
最
大
な
る
哲
学
諸
問
題
の
鍵
は
そ
こ
に
あ
る
」
と
述
べ
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
引
用
し
て
「
一
切
の
存
在
学
の
中
心
問
題
は
時
間
の
現
象
を
正
し
く
見
、
正
し
く
開
明
す
る
こ
と
に
根
ざ
し
て
い
る
」
（
７
）

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
「
時
間
特
有
の
構
造
」
を
定
義
す
る
現
象
学
的
面
と
形
而
上
学
的
面
の
「
交
わ
り
」
と
い
う
問
題
は
九

鬼
の
哲
学
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

九
鬼
の
全
著
作
と
哲
学
史
と
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題

　

こ
の
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
は
、
「
交
わ
り
」
と
い
う
表
現
が
明
白
に
見
出
さ
れ
な
い
他
の
著
作
で
も
事
柄
と
し
て
出
て



一
一
三

一
一
二

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

ニ
ー
で
講
演
し
た
も
の
を
小
冊
子
に
し
て
パ
リ
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
（
２
）

。
し
た
が
っ
て
小
冊
子
の
題
名
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
交

わ
り
の
テ
ー
マ
は
時
間
論
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

水
平
面
は
存
在
論
的
現
象
学
的
脱
自
を
表
わ
し
、
垂
直
面
は
形
而
上
学
的
神
秘
的
脱
自
を
表
わ
す
。
こ
の
二
面
の
交
わ
り
が
時
間

特
有
の
構
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
３
）

　

「
存
在
論
的
現
象
学
的
脱
自
」
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
『
存
在
と
時
間
』(

一
九
二
七)

の
中
で
時
間
性
を
特
徴
づ
け
る
未
来
、
過
去
、

現
在
の
「
脱
自
」( A

ußer-sich, Ekstase)

（
４
）

を
指
す
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
脱
自
は
我
々
が
普
段
経
験
す
る
現
象
に
お
い
て
連
続
的
に

現
れ
る
限
り
「
水
平
」
的
で
あ
り
、
「
現
象
学
的
」
で
あ
る
。
こ
の
現
象
学
的
時
間
性
は
単
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
説
く
時
間
を
指
す
の
で
は

な
く
、
現
象
学
的
に
時
間
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
哲
学
者
達
の
時
間
概
念
を
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
九
鬼
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

時
間
も
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
も
「
現
象
学
的
」
で
あ
り
、
「
水
平
」
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
学
的
時
間
に
対
し
て
、
「
形
而
上
学

的
神
秘
的
脱
自
」
は
輪
廻
、
す
な
わ
ち
回
帰
的
な
時
間
を
指
す
。
こ
の
時
間
に
お
い
て
、
「
各
現
在
は
、
一
方
に
は
未
来
に
、
他
方
に
は
過

去
に
、
同
一
の
瞬
間
を
も
っ
て
い
て
」
、
「
無
限
に
深
い
厚
み
を
も
っ
た
瞬
間
で
あ
る
」
（
５
）

。
こ
の
時
間
に
お
い
て
各
現
在
は
、
連・

・

・

続
的
に

現
れ
る
現
象
学
的
時
間
の
脱
自
と
は
異
な
り
、
断・

・

・

続
的
で
あ
り
、
垂
直
的
で
あ
る
。
一
の
大
宇
宙
年
の
現
在
と
他
の
大
宇
宙
年
の
同
一
の

現
在
は
続
い
て
お
ら
ず
、
断
続
し
て
い
る
が
故
、
そ
れ
ら
同
一
の
現
在
に
存
す
る
我
は
、
現
象
学
的
に
脱
自
す
る
我
と
違
っ
て
、
老
い
る

こ
と
は
な
い
。
こ
の
断
続
的
な
同
一
の
諸
現
在
に
存
す
る
脱
自
を
九
鬼
は
「
形
而
上
学
的
神
秘
的
脱
自
」
と
呼
ぶ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

脱
自
は
普
段
の
経
験
を
超
え
た
も
の
を
指
し
て
お
り
、
形
而
上
学
的
で
あ
り
、
神
秘
家
の
恍
惚
に
も
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
坂
部
恵
や
小

浜
善
信
氏
は
「
形
而
上
学
的
時
間
」
に
つ
い
て
の
九
鬼
の
洞
察
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
形
而
上
学
的
時
間
と
現
象
学
的
時
間

の
「
交
わ
り
」
の
考
え
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
交
わ
り
に
つ
い
て
は
単
に
引
用
す
る
の
に
留
ま
り
、
そ
の
考
え
を
解
明
し

て
も
い
な
い
し
、
問
題
に
し
て
も
い
な
い
。
我
々
は
む
し
ろ
こ
の
交
わ
り
の
考
え
に
注
目
し
、
こ
の
考
え
を
特
に
問
題
と
し
た
い
。

　

存
在
論
的
現
象
学
的
脱
自
と
形
而
上
学
的
神
秘
的
脱
自
の
特
徴
付
け
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
両
面
は
相
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
、
九
鬼
は
こ
の
両
面
は
交
わ
り
合
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
九
鬼
は
、
い
か
に
交
わ
り
合
っ
て
い
る
か
説
明
し
な
い
が
、
一

つ
確
か
な
の
は
、
九
鬼
に
と
っ
て
時
間
は
単
に
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
よ
う
に
連
続
的
・
水
平
的
に
脱
自
す
る
の
で
は
な
く
、
同

時
に
ま
た
断
続
的
・
垂
直
的
に
脱
自
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
時
間
論
』
の
内
容
を
更
に
展
開
し
た
論
文
「
形
而
上
学
的
時
間
」

(

一
九
三
一)

で
は
、
こ
の
二
つ
の
脱
自
を
「
交
は
ら
せ
る
こ
と
が
「
時
熟
」
の
真
の
意
味
」 

（
６
）

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
交

わ
り
」
の
テ
ー
マ
は
、
九
鬼
の
哲
学
的
処
女
作
で
あ
る
『
時
間
論
』
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
三
年
後
に
刊
行
さ
れ
る
「
形
而
上
学
的
時
間
」

に
も
見
出
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
論
文
は
九
鬼
の
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
『
人
間
と
実
存
』(

一
九
三
九)

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
テ
ー
マ
は
九
鬼
の
執
筆
活
動
期
間
（
詩
を
除
け
ば
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
）
の
始
ま
り
と
終
わ
り
頃
に
見
出
せ
る
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
九
鬼
は
時
間
の
問
題
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
引
用
し
て
「
最
大
な
る
哲
学
諸
問
題
の
鍵
は
そ
こ
に
あ
る
」
と
述
べ
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
引
用
し
て
「
一
切
の
存
在
学
の
中
心
問
題
は
時
間
の
現
象
を
正
し
く
見
、
正
し
く
開
明
す
る
こ
と
に
根
ざ
し
て
い
る
」
（
７
）

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
「
時
間
特
有
の
構
造
」
を
定
義
す
る
現
象
学
的
面
と
形
而
上
学
的
面
の
「
交
わ
り
」
と
い
う
問
題
は
九

鬼
の
哲
学
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

九
鬼
の
全
著
作
と
哲
学
史
と
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題

　

こ
の
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
は
、
「
交
わ
り
」
と
い
う
表
現
が
明
白
に
見
出
さ
れ
な
い
他
の
著
作
で
も
事
柄
と
し
て
出
て



一
一
五

一
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九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

来
る
。
更
に
一
歩
進
ん
で
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
は
九
鬼
の
全
哲
学
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
そ
れ

は
哲
学
史
的
背
景
か
ら
見
れ
ば
、
容
易
に
説
明
で
き
る
。
九
鬼(

一
八
八
八
―
一
九
四
一)

が
生
き
た
時
代
は
、
ま
さ
に
「
形
而
上
学
の

危
機
」
と
も
呼
ば
れ
う
る
時
代
で
あ
る
と
共
に
ま
た
「
現
象
学
の
台
頭
」
の
時
代
で
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半
か
ら
実
証
主
義
と
新
カ
ン
ト

学
派
の
台
頭
に
よ
る
形
而
上
学
の
批
判
と
そ
の
衰
退
、
一
九
〇
三
年
に
は
「
こ
こ
半
世
紀
部
分
的
に
姿
を
消
し
て
い
た
形
而
上
学
」
（
８
）

を

復
興
さ
せ
よ
う
と
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
真
っ
向
か
ら
形
而
上
学
と
い
う
事
柄
を
問
い
直
そ
う
と
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
等
々
（
９
）

、
形
而
上
学

に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
生
死
の
境
に
あ
る
ま
さ
に
「
峠
」( crise, K

risis)

（
10
）

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
象
学
は
、

そ
の
創
始
者
で
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
論
理
学
研
究
』(

一
九
〇
〇
―
一
九
〇
一)

や
い
わ
ゆ
る
『
イ
デ
ー
ン
』(

一
九
一
三)

、
そ
し
て

『
存
在
と
時
間
』(

一
九
二
七)

に
も
窺
え
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
る
現
象
学
の
「
転
向
」（

11
）

を
通
し
て
台
頭
す
る
。
日
本
の
哲
学
界
で
も
、

明
治
三
〇
年
代
か
ら
大
正
期
の
終
わ
り
頃
ま
で
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
新
カ
ン
ト
学
派
、
西
田
な
ど
に
よ
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
受
容
、
大
正
初

期
に
起
こ
っ
た
ベ
ル
グ
ソ
ン
・
ブ
ー
ム
（
12
）

、
田
辺
や
三
木
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
受
容
（
13
）

な
ど
、
形
而
上
学
の
危
機

と
現
象
学
の
台
頭
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

九
鬼
が
こ
の
よ
う
な
形
而
上
学
の
危
機
と
現
象
学
の
台
頭
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
九
鬼
が
、
一
九
〇
九
年
に
東

京
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
と
き
か
ら
一
九
二
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
出
発
す
る
ま
で
の
時
代
は
、
日
本
に
お
い
て
、
新
カ
ン
ト
学
派

の
影
響
力
が
ま
だ
強
く
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
流
行
し
て
い
た
頃
で
も
あ
っ
た
。
九
鬼
は
、B

ergson au Japon

（
日
本
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ

ン
）(

一
九
二
八)

に
お
い
て
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
、
「
ま
さ
に
こ
の
時
、
す
な
わ
ち
批
判
主
義
と
論
理
主
義
が
日
本
に
お
け
る
西
洋

哲
学
を
ほ
と
ん
ど
独
占
的
に
代
表
し
て
い
た
時
、
突
然
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
氏
の
名
が
登
場
し
」（

14
）

、
「
我
々
［
す
な
わ
ち
日
本
人
―

筆
者
注
］
の
も
と
で
彼
の
果
た
し
た
役
割
は
、
主
と
し
て
形・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
へ
の
意
欲
を
我
々
に
回
復
さ
せ
た
こ
と( nous rendre le goût de la 

m
étaphysique)

で
あ
」
り
、
「
ド
イ
ツ
新
カ
ン
ト
派
の
批
判
的
形
式
主
義
に
よ
っ
て
あ
ま
り
に
も
干
か
ら
び
さ
せ
ら
れ
た
我
々
の
精
神
は
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
形・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
的
直
観
と
い
う
「
天・

・

・

・

恵
の
糧
」( céleste nourriture)

を
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
」（

15
）

、
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
九
鬼
に
お
け
る
形
而
上
学
へ
の
志
向
は
明
ら
か
な
も
の
で
、「
形
而
上
学
の
な
い
哲
学
は
寂
し
い
」（

16
）

と
詠
っ
て
い
る
し
、「
形

而
上
学
が
現
代
に
あ
っ
て
意
識
の
底
か
ら
再
生
し
て
来
た
」（

17
）

と
も
述
べ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時
代(

一
九
二
一
―
一
九
二
八)

に
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
ゼ
ミ
に
出
席
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
二
度
会
見
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
現
象
学
を
代
表
す
る
フ
ッ

サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
指
導
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に
九
鬼
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
著
作
を
刊
行
す
る
前
、
形
而
上
学
の
危
機
と
現

象
学
の
台
頭
の
時
代
で
あ
る
一
九
一
〇
―
一
九
二
〇
年
代
に
哲
学
的
知
識
を
蓄
積
し
、
哲
学
的
教
養
を
身
に
つ
け
、
そ
の
よ
う
な
形
而
上

学
と
現
象
学
の
関
係
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
形
而
上
学
と
現
象
学
と
い
う
両
面
は
、
九
鬼
の
著
作
を
包
括
的
に
眺
め
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
九
鬼
に
お
い
て
現
象
学
的
面
は
、
個
々

の
も
の
、
「
直
接
に
」
「
与
え
ら
れ
た
具
体
」（

18
）

を
「
会
得
」（

19
）

す
る
意
欲
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
偶
然
性
が
「
独
立
な

る
二
元
の
邂
逅
」（

20
）

で
あ
る
と
会
得
し
た
よ
う
に
、「
実
存
的
現
象
学
」
と
も
呼
び
う
る
偶
然
性
に
関
す
る
研
究
の
な
か
に
窺
え
る
が
、「
美

学
現
象
学
」
と
も
呼
び
う
る
「
押
韻
」
に
関
す
る
詩
学
と
「
民
族
的
現
象
学
」
と
も
呼
び
う
る
「
大
和
民
族
の
特
殊
の
存
在
様
態
の
顕
著

な
自
己
表
明
」（

21
）

と
さ
れ
る
「
い
き
」
や
「
風
流
」
に
関
す
る
研
究
に
も
窺
え
る
。
特
に
こ
の
「
民
族
的
現
象
学
」
に
あ
っ
て
は
、
フ

ッ
サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
そ
の
研
究
対
象
と
し
て
単
な
る
現
象
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
九
鬼
は
民
族
固
有
の
現
象
へ
と

研
究
対
象
を
拡
大
し
た
。
個
々
の
も
の
、
具
体
的
な
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
現
象
学
的
態
度
に
対
し
て
、
九
鬼
に
お
い
て
形
而
上
学
的
態

度
は
絶
対
性
を
追
い
求
め
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
時
間
論
に
お
け
る
「
形
而
上
学
的
時
間
」
そ
し
て
『
偶
然
性
の
問
題
』
の
第
三
章
に
お

け
る
「
原
始
偶
然
」
、
「
形
而
上
的
偶
然
」
、
「
形
而
上
的
絶
対
者
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
こ
の
形
而
上
学
的
志
向
を
最
も
顕
著
に
表
わ
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
九
鬼
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
形
而
上
学
」
や
「
形
而
上
的
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
鬼
は
、
ベ
ル



一
一
五

一
一
四

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

来
る
。
更
に
一
歩
進
ん
で
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
は
九
鬼
の
全
哲
学
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
そ
れ

は
哲
学
史
的
背
景
か
ら
見
れ
ば
、
容
易
に
説
明
で
き
る
。
九
鬼(

一
八
八
八
―
一
九
四
一)

が
生
き
た
時
代
は
、
ま
さ
に
「
形
而
上
学
の

危
機
」
と
も
呼
ば
れ
う
る
時
代
で
あ
る
と
共
に
ま
た
「
現
象
学
の
台
頭
」
の
時
代
で
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半
か
ら
実
証
主
義
と
新
カ
ン
ト

学
派
の
台
頭
に
よ
る
形
而
上
学
の
批
判
と
そ
の
衰
退
、
一
九
〇
三
年
に
は
「
こ
こ
半
世
紀
部
分
的
に
姿
を
消
し
て
い
た
形
而
上
学
」
（
８
）

を

復
興
さ
せ
よ
う
と
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
真
っ
向
か
ら
形
而
上
学
と
い
う
事
柄
を
問
い
直
そ
う
と
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
等
々
（
９
）

、
形
而
上
学

に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
生
死
の
境
に
あ
る
ま
さ
に
「
峠
」( crise, K

risis)

（
10
）

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
象
学
は
、

そ
の
創
始
者
で
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
論
理
学
研
究
』(

一
九
〇
〇
―
一
九
〇
一)

や
い
わ
ゆ
る
『
イ
デ
ー
ン
』(

一
九
一
三)

、
そ
し
て

『
存
在
と
時
間
』(

一
九
二
七)

に
も
窺
え
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
る
現
象
学
の
「
転
向
」（

11
）

を
通
し
て
台
頭
す
る
。
日
本
の
哲
学
界
で
も
、

明
治
三
〇
年
代
か
ら
大
正
期
の
終
わ
り
頃
ま
で
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
新
カ
ン
ト
学
派
、
西
田
な
ど
に
よ
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
受
容
、
大
正
初

期
に
起
こ
っ
た
ベ
ル
グ
ソ
ン
・
ブ
ー
ム
（
12
）

、
田
辺
や
三
木
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
受
容
（
13
）

な
ど
、
形
而
上
学
の
危
機

と
現
象
学
の
台
頭
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

九
鬼
が
こ
の
よ
う
な
形
而
上
学
の
危
機
と
現
象
学
の
台
頭
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
九
鬼
が
、
一
九
〇
九
年
に
東

京
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
と
き
か
ら
一
九
二
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
出
発
す
る
ま
で
の
時
代
は
、
日
本
に
お
い
て
、
新
カ
ン
ト
学
派

の
影
響
力
が
ま
だ
強
く
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
流
行
し
て
い
た
頃
で
も
あ
っ
た
。
九
鬼
は
、B

ergson au Japon

（
日
本
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ

ン
）(

一
九
二
八)

に
お
い
て
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
、
「
ま
さ
に
こ
の
時
、
す
な
わ
ち
批
判
主
義
と
論
理
主
義
が
日
本
に
お
け
る
西
洋

哲
学
を
ほ
と
ん
ど
独
占
的
に
代
表
し
て
い
た
時
、
突
然
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
氏
の
名
が
登
場
し
」（

14
）

、
「
我
々
［
す
な
わ
ち
日
本
人
―

筆
者
注
］
の
も
と
で
彼
の
果
た
し
た
役
割
は
、
主
と
し
て
形・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
へ
の
意
欲
を
我
々
に
回
復
さ
せ
た
こ
と( nous rendre le goût de la 

m
étaphysique)

で
あ
」
り
、
「
ド
イ
ツ
新
カ
ン
ト
派
の
批
判
的
形
式
主
義
に
よ
っ
て
あ
ま
り
に
も
干
か
ら
び
さ
せ
ら
れ
た
我
々
の
精
神
は
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
形・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
的
直
観
と
い
う
「
天・

・

・

・

恵
の
糧
」( céleste nourriture)

を
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
」（

15
）

、
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
九
鬼
に
お
け
る
形
而
上
学
へ
の
志
向
は
明
ら
か
な
も
の
で
、「
形
而
上
学
の
な
い
哲
学
は
寂
し
い
」（

16
）

と
詠
っ
て
い
る
し
、「
形

而
上
学
が
現
代
に
あ
っ
て
意
識
の
底
か
ら
再
生
し
て
来
た
」（

17
）

と
も
述
べ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時
代(

一
九
二
一
―
一
九
二
八)

に
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
ゼ
ミ
に
出
席
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
二
度
会
見
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
現
象
学
を
代
表
す
る
フ
ッ

サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
指
導
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に
九
鬼
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
著
作
を
刊
行
す
る
前
、
形
而
上
学
の
危
機
と
現

象
学
の
台
頭
の
時
代
で
あ
る
一
九
一
〇
―
一
九
二
〇
年
代
に
哲
学
的
知
識
を
蓄
積
し
、
哲
学
的
教
養
を
身
に
つ
け
、
そ
の
よ
う
な
形
而
上

学
と
現
象
学
の
関
係
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
形
而
上
学
と
現
象
学
と
い
う
両
面
は
、
九
鬼
の
著
作
を
包
括
的
に
眺
め
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
九
鬼
に
お
い
て
現
象
学
的
面
は
、
個
々

の
も
の
、
「
直
接
に
」
「
与
え
ら
れ
た
具
体
」（

18
）

を
「
会
得
」（

19
）

す
る
意
欲
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
偶
然
性
が
「
独
立
な

る
二
元
の
邂
逅
」（

20
）

で
あ
る
と
会
得
し
た
よ
う
に
、「
実
存
的
現
象
学
」
と
も
呼
び
う
る
偶
然
性
に
関
す
る
研
究
の
な
か
に
窺
え
る
が
、「
美

学
現
象
学
」
と
も
呼
び
う
る
「
押
韻
」
に
関
す
る
詩
学
と
「
民
族
的
現
象
学
」
と
も
呼
び
う
る
「
大
和
民
族
の
特
殊
の
存
在
様
態
の
顕
著

な
自
己
表
明
」（

21
）

と
さ
れ
る
「
い
き
」
や
「
風
流
」
に
関
す
る
研
究
に
も
窺
え
る
。
特
に
こ
の
「
民
族
的
現
象
学
」
に
あ
っ
て
は
、
フ

ッ
サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
そ
の
研
究
対
象
と
し
て
単
な
る
現
象
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
九
鬼
は
民
族
固
有
の
現
象
へ
と

研
究
対
象
を
拡
大
し
た
。
個
々
の
も
の
、
具
体
的
な
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
現
象
学
的
態
度
に
対
し
て
、
九
鬼
に
お
い
て
形
而
上
学
的
態

度
は
絶
対
性
を
追
い
求
め
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
時
間
論
に
お
け
る
「
形
而
上
学
的
時
間
」
そ
し
て
『
偶
然
性
の
問
題
』
の
第
三
章
に
お

け
る
「
原
始
偶
然
」
、
「
形
而
上
的
偶
然
」
、
「
形
而
上
的
絶
対
者
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
こ
の
形
而
上
学
的
志
向
を
最
も
顕
著
に
表
わ
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
九
鬼
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
形
而
上
学
」
や
「
形
而
上
的
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
鬼
は
、
ベ
ル



一
一
七

一
一
六

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

ク
ソ
ン
の
「
形
而
上
学
入
門
」(

一
九
〇
三)

、
そ
し
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
形
而
上
学
と
は
何
か
」(

一
九
二
九)

と
は
異
な
り
、
形
而

上
学
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
論
文
・
著
作
を
残
し
て
い
な
い
が
、
九
鬼
の
著
作
に
お
い
て
形
而
上
学
に
関
す
る
断
片
的
な
考
察
は
見
出

せ
る
し
、
形
而
上
学
的
な
概
念
を
解
明
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
形
而
上
学
な
い
し
形
而
上
学
的
な
も
の
と
呼
ん
で
い
る
か
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
 
 

　
　
　

九
鬼
に
と
っ
て
「
形
而
上
学
」
と
は

　

こ
の
よ
う
な
問
い
が
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
「
形
而
上
学
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
自
明
の
こ
と

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
哲
学
史
を
眺
め
て
も
、
た
と
え
ば
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
形
而
上
学
と
近
世
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
形
而
上

学
の
学
校
的
概
念
」( Schulbegriff der M

etaphysik
)

（
22
）

な
い
し
「
古
典
形
而
上
学
」( m

étaphysique classique)

と
は
、
性
質
を
異
に

す
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
形
而
上
学
は
、
単
な
る
抽
象
的
な
思
考
や
煩
瑣
な
思
弁
で
は
な
く
、
テ
オ
ー
リ
ア( θεω

ρία
)

に
到
達
す
る
、

す
な
わ
ち
光
景
な
い
し
言
わ
ば
優
位
的
感
覚
、
つ
ま
り
霊
魂
の
目( νοῦς)

と
叡
知
的
対
象
と
の
接
触
に
到
達
す
る
ま
で
の
思
考
展
開
で
あ

る
（
23
）

。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
形
而
上
学
は
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
学
で
あ
る
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い

て
、
そ
れ
は
テ
オ
ー
リ
ア
と
い
う
普・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

段
は
経
験
し
な
い
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
ア
レ
ス(

一
五
四
八
―

一
六
一
七)

か
ら
ヴ
ォ
ル
フ(

一
六
七
九
―
一
七
五
四)

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
学
校
的
形
而
上
学
は
、こ
の
よ
う
な
経
験
と
は
離
脱
し
て
、

単
に
理
性
の
力
に
頼
っ
て
思
考
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
「
超
越
論
的
弁
証
論
」
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
批
判

し
た
形
而
上
学
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
形
而
上
学
は
、
「
超
越
的
で
経
験
の
限
界
を
超
え
た( übersteigen

)

」
「
超
越
論
的
理
念
」（

24
）

に
よ

る
思
考
展
開
で
あ
る
。

　

九
鬼
周
造
は
、
「
時
間
論
」
と
「
形
而
上
学
的
時
間
」
に
お
い
て
「
形
而
上
学
的
」
な
も
の
と
「
神
秘
的
」
な
も
の
と
い
う
表
現
を
併

用
し
て
い
る
。
形
而
上
学
的
時
間
は
「
神
秘
的
」
に
脱
自
す
る
限
り
、
神
的
な
経
験
の
レ
ベ
ル
で
脱
自
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ

の
経
験
は
、
現
象
性
の
世
界
で
は
現
れ
な
い
対
象
の
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
純
粋
な
現
象
学
的
立
場
を
超
え
た
形
而
上
学
的

経
験
の
立
場
で
あ
る
。
小
浜
善
信
氏
は
、
「
そ
の
よ
う
な
時
間
観
念
は
経
験
か
ら
の
帰
納
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
の
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
時
間
観
念
を
得
る
た
め
に
は
経
験
の
領
域
か
ら
形
而
上
的
領
域
へ
の
思
考
上
の
飛
躍
が
必
要
で
あ
る
」（

25
）

と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
回
帰
的
な
時
間
は
単
に
思
弁
的
思
考
の
上
に
可
能
で
あ
り
、
経
験
と
は
関
係
の
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
小

浜
氏
は
全
く
「
神
秘
的
」
と
い
う
表
現
に
触
れ
て
い
な
い
。
も
し
「
神
秘
的
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
い
た
ら
、「
経
験
の
領
域
」
と
「
形

而
上
的
領
域
」
を
は
っ
き
り
分
離
し
な
い
で
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
小
浜
氏
は
、
「
経
験
」
と
い
う
も
の
を
感
性
的
知
覚
と
し
か
考
え
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
言
う
様
に
、
経
験
と
は
二
つ
の
意
味
を
も
ち
う
る
。
一
方
で
は
、
「
物
質
的
対
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
一

般
に
外
的
知
覚
」
、
そ
し
て
も
う
一
方
で
は
、
「
偉
大
な
神
秘
家
の
形
而
上
学
的
経
験
に
相
通
ず
る
も
の
で
」
、
「
天
ま
で
昇
る
糸
を
と
ら
え

な
お
す
」
「
直
観
」
な
い
し
「
形
而
上
学
的
経
験
」( expérience m

étaphysique)

で
あ
る
（
26
）

。
こ
の
「
形
而
上
学
的
経
験
」
は
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
形
而
上
学
に
お
け
る
テ
オ
ー
リ
ア
の
よ
う
に
現
象
性
に
お
い
て
普
段
は
経
験
し
な
い
経
験
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
テ

オ
ー
リ
ア
と
は
違
い
、
専
ら
現
象
性
と
離
脱
し
て
永
遠
の
地
平
を
経
験
す
る
経
験
で
は
な
く
、
却
っ
て
こ
の
現
象
性
を
深
め
て
普
段
は
経

験
し
な
い
実
在
を
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
場
合
、
形
而
上
学
的
経
験
と
は
、
現
象
性
の
時
間
性
を
深
め
て
到
達
す
る
純

粋
持
続
の
直
観
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
形
而
上
学
的
な
も
の
と
経
験
的
な
も
の
を
分
離
し
な
い
で
形
而
上
学
的
な
経
験
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
し

て
そ
れ
は
神
秘
家
の
経
験
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
時
間
に
あ
っ
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
の
大
宇
宙
年
の
現
在

と
他
の
大
宇
宙
年
の
同
一
の
現
在
は
続
い
て
い
な
く
、
断
続
し
て
い
る
が
故
、
「
我
は
常
に
新
た
に
生
を
再
開
し
、
新
た
に
生
を
終
結
し
」
、



一
一
七

一
一
六

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

ク
ソ
ン
の
「
形
而
上
学
入
門
」(

一
九
〇
三)

、
そ
し
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
形
而
上
学
と
は
何
か
」(

一
九
二
九)

と
は
異
な
り
、
形
而

上
学
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
論
文
・
著
作
を
残
し
て
い
な
い
が
、
九
鬼
の
著
作
に
お
い
て
形
而
上
学
に
関
す
る
断
片
的
な
考
察
は
見
出

せ
る
し
、
形
而
上
学
的
な
概
念
を
解
明
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
形
而
上
学
な
い
し
形
而
上
学
的
な
も
の
と
呼
ん
で
い
る
か
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
 
 

　
　
　

九
鬼
に
と
っ
て
「
形
而
上
学
」
と
は

　

こ
の
よ
う
な
問
い
が
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
「
形
而
上
学
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
自
明
の
こ
と

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
哲
学
史
を
眺
め
て
も
、
た
と
え
ば
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
形
而
上
学
と
近
世
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
形
而
上

学
の
学
校
的
概
念
」( Schulbegriff der M

etaphysik
)

（
22
）

な
い
し
「
古
典
形
而
上
学
」( m

étaphysique classique)

と
は
、
性
質
を
異
に

す
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
形
而
上
学
は
、
単
な
る
抽
象
的
な
思
考
や
煩
瑣
な
思
弁
で
は
な
く
、
テ
オ
ー
リ
ア( θεω

ρία
)

に
到
達
す
る
、

す
な
わ
ち
光
景
な
い
し
言
わ
ば
優
位
的
感
覚
、
つ
ま
り
霊
魂
の
目( νοῦς)

と
叡
知
的
対
象
と
の
接
触
に
到
達
す
る
ま
で
の
思
考
展
開
で
あ

る
（
23
）

。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
形
而
上
学
は
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
学
で
あ
る
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い

て
、
そ
れ
は
テ
オ
ー
リ
ア
と
い
う
普・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

段
は
経
験
し
な
い
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
ア
レ
ス(

一
五
四
八
―

一
六
一
七)

か
ら
ヴ
ォ
ル
フ(

一
六
七
九
―
一
七
五
四)

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
学
校
的
形
而
上
学
は
、こ
の
よ
う
な
経
験
と
は
離
脱
し
て
、

単
に
理
性
の
力
に
頼
っ
て
思
考
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
「
超
越
論
的
弁
証
論
」
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
批
判

し
た
形
而
上
学
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
形
而
上
学
は
、
「
超
越
的
で
経
験
の
限
界
を
超
え
た( übersteigen

)

」
「
超
越
論
的
理
念
」（

24
）

に
よ

る
思
考
展
開
で
あ
る
。

　

九
鬼
周
造
は
、
「
時
間
論
」
と
「
形
而
上
学
的
時
間
」
に
お
い
て
「
形
而
上
学
的
」
な
も
の
と
「
神
秘
的
」
な
も
の
と
い
う
表
現
を
併

用
し
て
い
る
。
形
而
上
学
的
時
間
は
「
神
秘
的
」
に
脱
自
す
る
限
り
、
神
的
な
経
験
の
レ
ベ
ル
で
脱
自
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ

の
経
験
は
、
現
象
性
の
世
界
で
は
現
れ
な
い
対
象
の
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
純
粋
な
現
象
学
的
立
場
を
超
え
た
形
而
上
学
的

経
験
の
立
場
で
あ
る
。
小
浜
善
信
氏
は
、
「
そ
の
よ
う
な
時
間
観
念
は
経
験
か
ら
の
帰
納
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
の
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
時
間
観
念
を
得
る
た
め
に
は
経
験
の
領
域
か
ら
形
而
上
的
領
域
へ
の
思
考
上
の
飛
躍
が
必
要
で
あ
る
」（

25
）

と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
回
帰
的
な
時
間
は
単
に
思
弁
的
思
考
の
上
に
可
能
で
あ
り
、
経
験
と
は
関
係
の
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
小

浜
氏
は
全
く
「
神
秘
的
」
と
い
う
表
現
に
触
れ
て
い
な
い
。
も
し
「
神
秘
的
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
い
た
ら
、「
経
験
の
領
域
」
と
「
形

而
上
的
領
域
」
を
は
っ
き
り
分
離
し
な
い
で
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
小
浜
氏
は
、
「
経
験
」
と
い
う
も
の
を
感
性
的
知
覚
と
し
か
考
え
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
言
う
様
に
、
経
験
と
は
二
つ
の
意
味
を
も
ち
う
る
。
一
方
で
は
、
「
物
質
的
対
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
一

般
に
外
的
知
覚
」
、
そ
し
て
も
う
一
方
で
は
、
「
偉
大
な
神
秘
家
の
形
而
上
学
的
経
験
に
相
通
ず
る
も
の
で
」
、
「
天
ま
で
昇
る
糸
を
と
ら
え

な
お
す
」
「
直
観
」
な
い
し
「
形
而
上
学
的
経
験
」( expérience m

étaphysique)

で
あ
る
（
26
）

。
こ
の
「
形
而
上
学
的
経
験
」
は
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
形
而
上
学
に
お
け
る
テ
オ
ー
リ
ア
の
よ
う
に
現
象
性
に
お
い
て
普
段
は
経
験
し
な
い
経
験
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
テ

オ
ー
リ
ア
と
は
違
い
、
専
ら
現
象
性
と
離
脱
し
て
永
遠
の
地
平
を
経
験
す
る
経
験
で
は
な
く
、
却
っ
て
こ
の
現
象
性
を
深
め
て
普
段
は
経

験
し
な
い
実
在
を
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
場
合
、
形
而
上
学
的
経
験
と
は
、
現
象
性
の
時
間
性
を
深
め
て
到
達
す
る
純

粋
持
続
の
直
観
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
形
而
上
学
的
な
も
の
と
経
験
的
な
も
の
を
分
離
し
な
い
で
形
而
上
学
的
な
経
験
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
し

て
そ
れ
は
神
秘
家
の
経
験
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
時
間
に
あ
っ
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
の
大
宇
宙
年
の
現
在

と
他
の
大
宇
宙
年
の
同
一
の
現
在
は
続
い
て
い
な
く
、
断
続
し
て
い
る
が
故
、
「
我
は
常
に
新
た
に
生
を
再
開
し
、
新
た
に
生
を
終
結
し
」
、
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鬼
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に
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現
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と
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わ
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問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
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「
我
の
連
続
性
は
単
に
仮
想
的
に
存
す
る
の
み
で
あ
り
」
、
「
そ
の
連
続
性
は
、
震
え
お
の
の
く
驚
き
と
と
も
に
我
が
自
己
自
身
を
再
認
識
す

る
神
秘
的
な
瞬
間
に
の
み
、
す
な
わ
ち
「
深
遠
な
る
輝
き
」( profond éclat)

の
深
遠
な
る
瞬
間
に
の
み
開
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（

27
）

。
こ

の
よ
う
に
、
一
の
大
宇
宙
年
の
現
在
の
我
と
他
の
大
宇
宙
年
の
同
一
の
現
在
の
我
と
の
連
続
性
は
、
普
段
の
経
験
に
お
い
て
知
覚
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
「
「
深
遠
な
る
輝
き
」
の
深
遠
な
る
瞬
間
に
の
み
開
示
さ
れ
る
」
、
要
す
る
に
形
而
上
学
的
経
験
に
お
い
て
の
み
体
験
さ
れ

る
。
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
現
在
が
開
示
さ
れ
る
深
遠
な
る
瞬
間
は
、
九
鬼
は
オ
ス
カ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
を
引
用
し
な
が
ら
「
永
遠
の
現
在
」

と
呼
ぶ
（
28
）

。
こ
の
時
間
論
か
ら
の
引
用
は
明
瞭
な
も
の
で
あ
り
、
九
鬼
に
お
け
る
形
而
上
学
的
時
間
を
単
な
る
理
論
的
構
築
物
と
し
て

捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
に
あ
っ
て
は
、
形
而
上
学
的
時
間
は
、
「
震
え
お
の
の
く
驚
き
と
と
も
に
我
が
自
己
自
身
を
再

認
識
す
る
」
前
世
の
想
起
の
経
験
と
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
九
鬼
の
形
而
上
学
は
経
験
と
何
等
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

経
験
と
い
う
事
柄
を
軸
に
し
て
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
に
関
す
る
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

経
験
と
し
て
の
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題

　

二
十
世
紀
に
な
っ
て
経
験
や
具
体
的
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
形
而
上
学
を
位
置
づ
け
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
（
29
）

。
先
に
引

用
し
た
が
、
持
続
す
る
実
在
と
の
共
感
と
し
て
の
「
形
而
上
学
的
経
験
」
を
説
く
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
『
形
而
上
学
日
記
』(

一
九
二
七)

を
著

し
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
ル
セ
ル
や
形
而
上
学
の
基
本
的
気
分( Stim

m
ung

)

を
「
不
安
」( A

ngst)

と
説
く
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（
30
）

も
そ
う
い

う
傾
向
を
代
表
し
て
い
る
。
哲
学
者
で
は
な
い
が
、
同
時
代(

一
九
三
二)

に
文
人
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
は
興
味
深
い
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。
「
我
々
が
存
す
る
堕
落
し
た
状
態
に
お
い
て
、
我
々
は
肌
か
ら( par la peau

)

形
而
上
学
を
精
神
の
な
か
に
復
帰( rentrer)

さ
せ

る
ほ
か
な
い
」（

31
）。

こ
こ
で
も
具
体
的
な
経
験
（
「
肌
か
ら
」
）
に
お
い
て
形
而
上
学
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
特
に
興
味
深

い
の
は
、
か
つ
て
精
神
の
中
に
入
っ
て
い
た
が
、
追
い
出
さ
れ
て
い
た
形
而
上
学
を
復
帰( rentrer)

さ
せ
る
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア

ル
ト
ー
の
文
脈
を
離
れ
て
の
我
々
の
解
釈
で
あ
る
が
、
か
つ
て
精
神
の
中
に
入
っ
て
い
た
形
而
上
学
は
テ
オ
ー
リ
ア
と
い
う
体
験
に
到
達

す
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
形
而
上
学
の
こ
と
で
あ
り
、
精
神
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
か
ら
形
而
上
学
は
学
校
的
形
而
上
学
、
す
な
わ
ち

カ
ン
ト
が
「
超
越
論
的
弁
証
論
」
に
お
い
て
批
判
す
る
形
而
上
学
の
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
九
鬼
は
、
形
而
上
学
の
危

機
と
い
う
時
代
に
哲
学
活
動
を
な
し
た
故
に
、
経
験
や
具
体
的
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
形
而
上
学
を
位
置
づ
け
る
潮
流
に
影
響
さ

れ
た
と
言
え
る
が
、
小
浜
氏
の
言
っ
て
い
る
よ
う
に
（
32
）

、
そ
し
て
「
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
礼
賛
」（

33
）

に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
九
鬼
は
古
代
ギ

リ
シ
ャ
に
憧
れ
を
も
っ
て
お
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
的
な
形
而
上
学
、
す
な
わ
ち
普
段
は
経
験
し
な
い
経
験
に
基
づ
く
形
而
上
学
を
実
践
し

よ
う
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
的
な
形
而
上
学
と
は
違
っ
て
、
現
象
性
を
離
脱
し
て
単
に
永

遠
の
地
平
を
経
験
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
現
象
性
を
深
め
て
体
験
的
な
形
而
上
学
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

　

先
に
も
形
而
上
学
的
神
秘
的
時
間
論
に
関
し
て
垣
間
見
た
こ
と
で
あ
る
が
、
九
鬼
も
体
験
的
な
形
而
上
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

我
々
は
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
に
驚
き
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
。
我
々
の
脚
下
に
開
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
満
身
に
戦
慄
を
感
じ
て
、
そ
の

深
淵
に
飛
び
込
ん
で
行
く
の
が
、
形
而
上
学
と
し
て
の
哲
学
で
あ
る
。（

34
）

　

形
而
上
学
の
基
本
的
気
分
を
「
不
安
」
と
説
く
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
対
し
て
、
そ
れ
は
「
満
身
に
戦
慄
を
感
じ
」
る
「
驚
き
」
で
あ
る
と

九
鬼
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
九
鬼
は
「
驚
き
」
な
い
し
「
驚
異
」
が
「
形
而
上
学
的
情
緒
」（

35
）

で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
と
い

う
の
も
、
無
い
こ
と
も
出
来
た
存
在
で
あ
る
が
故
に
偶
然
に
驚
く
の
で
あ
る
が
、
九
鬼
に
よ
れ
ば
偶
然
性
の
問
題
は
「
厳
密
に
形
而
上
学
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号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

「
我
の
連
続
性
は
単
に
仮
想
的
に
存
す
る
の
み
で
あ
り
」
、
「
そ
の
連
続
性
は
、
震
え
お
の
の
く
驚
き
と
と
も
に
我
が
自
己
自
身
を
再
認
識
す

る
神
秘
的
な
瞬
間
に
の
み
、
す
な
わ
ち
「
深
遠
な
る
輝
き
」( profond éclat)

の
深
遠
な
る
瞬
間
に
の
み
開
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（

27
）

。
こ

の
よ
う
に
、
一
の
大
宇
宙
年
の
現
在
の
我
と
他
の
大
宇
宙
年
の
同
一
の
現
在
の
我
と
の
連
続
性
は
、
普
段
の
経
験
に
お
い
て
知
覚
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
「
「
深
遠
な
る
輝
き
」
の
深
遠
な
る
瞬
間
に
の
み
開
示
さ
れ
る
」
、
要
す
る
に
形
而
上
学
的
経
験
に
お
い
て
の
み
体
験
さ
れ

る
。
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
現
在
が
開
示
さ
れ
る
深
遠
な
る
瞬
間
は
、
九
鬼
は
オ
ス
カ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
を
引
用
し
な
が
ら
「
永
遠
の
現
在
」

と
呼
ぶ
（
28
）

。
こ
の
時
間
論
か
ら
の
引
用
は
明
瞭
な
も
の
で
あ
り
、
九
鬼
に
お
け
る
形
而
上
学
的
時
間
を
単
な
る
理
論
的
構
築
物
と
し
て

捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
に
あ
っ
て
は
、
形
而
上
学
的
時
間
は
、
「
震
え
お
の
の
く
驚
き
と
と
も
に
我
が
自
己
自
身
を
再

認
識
す
る
」
前
世
の
想
起
の
経
験
と
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
九
鬼
の
形
而
上
学
は
経
験
と
何
等
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

経
験
と
い
う
事
柄
を
軸
に
し
て
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
に
関
す
る
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

経
験
と
し
て
の
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題

　

二
十
世
紀
に
な
っ
て
経
験
や
具
体
的
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
形
而
上
学
を
位
置
づ
け
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
（
29
）

。
先
に
引

用
し
た
が
、
持
続
す
る
実
在
と
の
共
感
と
し
て
の
「
形
而
上
学
的
経
験
」
を
説
く
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
『
形
而
上
学
日
記
』(

一
九
二
七)

を
著

し
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
ル
セ
ル
や
形
而
上
学
の
基
本
的
気
分( Stim

m
ung

)

を
「
不
安
」( A

ngst)

と
説
く
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（
30
）

も
そ
う
い

う
傾
向
を
代
表
し
て
い
る
。
哲
学
者
で
は
な
い
が
、
同
時
代(

一
九
三
二)

に
文
人
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
は
興
味
深
い
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。
「
我
々
が
存
す
る
堕
落
し
た
状
態
に
お
い
て
、
我
々
は
肌
か
ら( par la peau

)

形
而
上
学
を
精
神
の
な
か
に
復
帰( rentrer)

さ
せ

る
ほ
か
な
い
」（

31
）。

こ
こ
で
も
具
体
的
な
経
験
（
「
肌
か
ら
」
）
に
お
い
て
形
而
上
学
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
特
に
興
味
深

い
の
は
、
か
つ
て
精
神
の
中
に
入
っ
て
い
た
が
、
追
い
出
さ
れ
て
い
た
形
而
上
学
を
復
帰( rentrer)

さ
せ
る
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア

ル
ト
ー
の
文
脈
を
離
れ
て
の
我
々
の
解
釈
で
あ
る
が
、
か
つ
て
精
神
の
中
に
入
っ
て
い
た
形
而
上
学
は
テ
オ
ー
リ
ア
と
い
う
体
験
に
到
達

す
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
形
而
上
学
の
こ
と
で
あ
り
、
精
神
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
か
ら
形
而
上
学
は
学
校
的
形
而
上
学
、
す
な
わ
ち

カ
ン
ト
が
「
超
越
論
的
弁
証
論
」
に
お
い
て
批
判
す
る
形
而
上
学
の
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
九
鬼
は
、
形
而
上
学
の
危

機
と
い
う
時
代
に
哲
学
活
動
を
な
し
た
故
に
、
経
験
や
具
体
的
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
形
而
上
学
を
位
置
づ
け
る
潮
流
に
影
響
さ

れ
た
と
言
え
る
が
、
小
浜
氏
の
言
っ
て
い
る
よ
う
に
（
32
）

、
そ
し
て
「
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
礼
賛
」（

33
）

に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
九
鬼
は
古
代
ギ

リ
シ
ャ
に
憧
れ
を
も
っ
て
お
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
的
な
形
而
上
学
、
す
な
わ
ち
普
段
は
経
験
し
な
い
経
験
に
基
づ
く
形
而
上
学
を
実
践
し

よ
う
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
的
な
形
而
上
学
と
は
違
っ
て
、
現
象
性
を
離
脱
し
て
単
に
永

遠
の
地
平
を
経
験
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
現
象
性
を
深
め
て
体
験
的
な
形
而
上
学
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

　

先
に
も
形
而
上
学
的
神
秘
的
時
間
論
に
関
し
て
垣
間
見
た
こ
と
で
あ
る
が
、
九
鬼
も
体
験
的
な
形
而
上
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

我
々
は
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
に
驚
き
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
。
我
々
の
脚
下
に
開
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
満
身
に
戦
慄
を
感
じ
て
、
そ
の

深
淵
に
飛
び
込
ん
で
行
く
の
が
、
形
而
上
学
と
し
て
の
哲
学
で
あ
る
。（

34
）

　

形
而
上
学
の
基
本
的
気
分
を
「
不
安
」
と
説
く
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
対
し
て
、
そ
れ
は
「
満
身
に
戦
慄
を
感
じ
」
る
「
驚
き
」
で
あ
る
と

九
鬼
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
九
鬼
は
「
驚
き
」
な
い
し
「
驚
異
」
が
「
形
而
上
学
的
情
緒
」（

35
）

で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
と
い

う
の
も
、
無
い
こ
と
も
出
来
た
存
在
で
あ
る
が
故
に
偶
然
に
驚
く
の
で
あ
る
が
、
九
鬼
に
よ
れ
ば
偶
然
性
の
問
題
は
「
厳
密
に
形
而
上
学



一
二
一

一
二
〇

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

の
問
題
で
あ
る
」（

36
）

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
九
鬼
の
主
著
で
あ
る
『
偶
然
性
の
問
題
』
の
序
説
「
偶
然
性
と
形
而
上
学
」
に
お
い

て
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

偶
然
性
は
、
ス
コ
ラ
論
理
学
の
定
義
を
引
用
し
て
も
「
無
い
こ
と
の
出
来
る
も
の
」( id quod potest non esse)

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
倣

っ
て
九
鬼
は
「
存
在
に
あ
っ
て
非
存
在
と
の
不
離
の
内
的
関
係
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
と
き
に
成
立
す
る
も
の
」
、
「
有
が
無
に
根
ざ
し
て
い

る
状
態
、
無
が
有
を
浸
し
て
い
る
形
象
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
存
在
を
超
え
て
無
に
行
く
こ
と
が
、
形
を
超
え
て
形
而
上

の
も
の
に
行
く
こ
と
が
、
形
而
上
学
の
核
心
的
意
味
」（

37
）

で
あ
り
、
「
形
而
上
学
の
問
題
と
す
る
存
在
は
、
非
存
在
す
な
は
ち
無
に
包
ま

れ
た
存
在
で
あ
る
」（

38
）

。
先
に
我
々
は
、
形
而
上
学
は
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
学
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
九

鬼
は
形
、
す
な
わ
ち
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
象
を
超
え
た
も
の
、
つ
ま
り
「
形
而
上
」
的
な
も
の
と
し
て
の
「
無
」
に
「
行
く
こ
と
」

が
形
而
上
学
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
形
而
上
学
は
、
専
ら
無
を
問
う
学
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
絶
対
無
の
み
を
問
う
学
で
は
な

い
。
「
存
在
を
超
え
て
無
に
行
く
こ
と
」
、
「
形
を
超
え
て
形
而
上
の
も
の
に
行
く
こ
と
」
と
い
う
言
わ
ば
プ
ロ
セ
ス
な
い
し
展
開
が
形
而
上

学
で
あ
る
。
無
と
関
係
を
も
つ
存
在
、
「
非
存
在
す
な
わ
ち
無
に
包
ま
れ
た
存
在
」
を
形
而
上
学
は
問
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
存
在
し
て

い
る
が
無
い
こ
と
も
出
来
た
偶
然
性
は
、「
非
存
在
す
な
わ
ち
無
に
包
ま
れ
た
存
在
」で
あ
る
が
ゆ
え
、
ま
さ
に
形
而
上
学
の
問
題
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
驚
き
は
、
存
在
し
て
い
る
が
無
い
こ
と
も
出
来
た
思
い
が
け
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
偶
然
に
対
し
て
成
立
す
る
情
緒
で
あ
る
が
ゆ

え
に
「
形
而
上
学
的
情
緒
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
偶
然
は
「
形
而
上
学
の
問
題
」
で
あ
り
、
「
形
而
上
学
的
情
緒
」
で
あ
る
が
、
こ
の
偶
然
は
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る

と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
」
の
こ
と
で
あ
る
。
偶
然
は
普
段
我
々
が
経
験
で
き
る
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
」
と
い
う
「
事
実
」

そ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
「
そ
こ
に
は
何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。
我
々
は
毎
日
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
」
に
出
く
わ
し
て
い
る
が
、な
ん
の
驚
き
を
も
感
じ
な
い
。
し

か
し
形
而
上
学
を
す
る
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
も
う
一
歩
進
ん
で
、
偶
然
と
い
う
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
に
は
「
何
等
か
超

感
性
的
な
も
の
の
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
」
こ
と
を
会
得
す
る
、と
い
う
よ
り
は
「
感
じ
」
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
な
も
の
で
そ
の
「
深

淵
」
は
「
我
々
の
脚
下
」
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
鬼
に
と
っ
て
形
而
上
学
は
、
具
体
的
な
経
験
を
離
脱
し
た
理
性
的
・

理
論
的
構
築
と
し
て
の
体
系
の
こ
と
で
は
な
く
、
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
実
と
し
て
の
偶
然
に
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
を
感
じ
「
そ

の
深
淵
に
飛
び
込
ん
で
行
く
」
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
験
に
お
い
て
超
感
性
的
な
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
偶
然
は
形
而

上
学
の
い
わ
ば
中
核
を
な
す
。
九
鬼
の
死
後
に
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
が
、メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
「
人
間
に
お
け
る
形
而
上
学
的
な
も
の
」

(

一
九
四
七)

の
な
か
で
類
似
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
存
在
す
る
全
て
の
も
の
と
価
値
あ
る
全
て
の
も
の
と
の
偶
然
性
は
、
体
系
の

な
ん
ら
か
の
ひ
だ
に
ど
う
に
か
こ
う
に
か
ス
ペ
ー
ス
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
小
さ
い
真
実
で
は
な
い
。
偶
然
性
は
世
界
の
形
而

上
学
的
な
眺
め
の
条
件( condition d’une vue m

étaphysique du m
onde)

で
あ
る
」（

39
）。

　

九
鬼
も
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
考
え
る
よ
う
に
、
経
験
に
お
い
て
超
感
性
的
な
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
偶
然
は
形
而
上
学

の
い
わ
ば
中
核
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
経・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
現
象
学
と

経・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

験
を
出
発
点
と
す
る
形
而
上
学
の
「
交
わ
り
」
は
ま
さ
に
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
」
と
い
う
現
象

性
の
世
界
と
「
そ
こ
に
は
何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
」
と
い
う
形
而
上
学
的
世
界
の
交
わ
り
の
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
」
こ
と
と
「
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
」
と
の
尖
端
に
偶
然
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
偶
然
の
経
験
が
現

象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
現
象
性
に
お
い
て
形
而
上
学
的
な
も
の
を
感
じ
て
見
る
と
い
う
偶
然
の
経
験
が
現
象
学
と

形
而
上
学
の
交
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
は
経
験
を
出
発
点
と
す
る
が
ゆ
え
、
現・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

象
学
と
相
矛
盾
す
る
の
で
は
な
く
、

む・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

し
ろ
交
わ
り
合
う
学
で
あ
る
。
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九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

の
問
題
で
あ
る
」（

36
）

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
九
鬼
の
主
著
で
あ
る
『
偶
然
性
の
問
題
』
の
序
説
「
偶
然
性
と
形
而
上
学
」
に
お
い

て
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

偶
然
性
は
、
ス
コ
ラ
論
理
学
の
定
義
を
引
用
し
て
も
「
無
い
こ
と
の
出
来
る
も
の
」( id quod potest non esse)

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
倣

っ
て
九
鬼
は
「
存
在
に
あ
っ
て
非
存
在
と
の
不
離
の
内
的
関
係
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
と
き
に
成
立
す
る
も
の
」
、
「
有
が
無
に
根
ざ
し
て
い

る
状
態
、
無
が
有
を
浸
し
て
い
る
形
象
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
存
在
を
超
え
て
無
に
行
く
こ
と
が
、
形
を
超
え
て
形
而
上

の
も
の
に
行
く
こ
と
が
、
形
而
上
学
の
核
心
的
意
味
」（

37
）

で
あ
り
、
「
形
而
上
学
の
問
題
と
す
る
存
在
は
、
非
存
在
す
な
は
ち
無
に
包
ま

れ
た
存
在
で
あ
る
」（

38
）

。
先
に
我
々
は
、
形
而
上
学
は
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
学
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
九

鬼
は
形
、
す
な
わ
ち
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
象
を
超
え
た
も
の
、
つ
ま
り
「
形
而
上
」
的
な
も
の
と
し
て
の
「
無
」
に
「
行
く
こ
と
」

が
形
而
上
学
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
形
而
上
学
は
、
専
ら
無
を
問
う
学
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
絶
対
無
の
み
を
問
う
学
で
は
な

い
。
「
存
在
を
超
え
て
無
に
行
く
こ
と
」
、
「
形
を
超
え
て
形
而
上
の
も
の
に
行
く
こ
と
」
と
い
う
言
わ
ば
プ
ロ
セ
ス
な
い
し
展
開
が
形
而
上

学
で
あ
る
。
無
と
関
係
を
も
つ
存
在
、
「
非
存
在
す
な
わ
ち
無
に
包
ま
れ
た
存
在
」
を
形
而
上
学
は
問
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
存
在
し
て

い
る
が
無
い
こ
と
も
出
来
た
偶
然
性
は
、「
非
存
在
す
な
わ
ち
無
に
包
ま
れ
た
存
在
」で
あ
る
が
ゆ
え
、
ま
さ
に
形
而
上
学
の
問
題
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
驚
き
は
、
存
在
し
て
い
る
が
無
い
こ
と
も
出
来
た
思
い
が
け
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
偶
然
に
対
し
て
成
立
す
る
情
緒
で
あ
る
が
ゆ

え
に
「
形
而
上
学
的
情
緒
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
偶
然
は
「
形
而
上
学
の
問
題
」
で
あ
り
、
「
形
而
上
学
的
情
緒
」
で
あ
る
が
、
こ
の
偶
然
は
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る

と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
」
の
こ
と
で
あ
る
。
偶
然
は
普
段
我
々
が
経
験
で
き
る
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
」
と
い
う
「
事
実
」

そ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
「
そ
こ
に
は
何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。
我
々
は
毎
日
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
」
に
出
く
わ
し
て
い
る
が
、な
ん
の
驚
き
を
も
感
じ
な
い
。
し

か
し
形
而
上
学
を
す
る
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
も
う
一
歩
進
ん
で
、
偶
然
と
い
う
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
に
は
「
何
等
か
超

感
性
的
な
も
の
の
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
」
こ
と
を
会
得
す
る
、と
い
う
よ
り
は
「
感
じ
」
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
な
も
の
で
そ
の
「
深

淵
」
は
「
我
々
の
脚
下
」
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
鬼
に
と
っ
て
形
而
上
学
は
、
具
体
的
な
経
験
を
離
脱
し
た
理
性
的
・

理
論
的
構
築
と
し
て
の
体
系
の
こ
と
で
は
な
く
、
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
実
と
し
て
の
偶
然
に
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
を
感
じ
「
そ

の
深
淵
に
飛
び
込
ん
で
行
く
」
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
験
に
お
い
て
超
感
性
的
な
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
偶
然
は
形
而

上
学
の
い
わ
ば
中
核
を
な
す
。
九
鬼
の
死
後
に
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
が
、メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
「
人
間
に
お
け
る
形
而
上
学
的
な
も
の
」

(

一
九
四
七)

の
な
か
で
類
似
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
存
在
す
る
全
て
の
も
の
と
価
値
あ
る
全
て
の
も
の
と
の
偶
然
性
は
、
体
系
の

な
ん
ら
か
の
ひ
だ
に
ど
う
に
か
こ
う
に
か
ス
ペ
ー
ス
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
小
さ
い
真
実
で
は
な
い
。
偶
然
性
は
世
界
の
形
而

上
学
的
な
眺
め
の
条
件( condition d’une vue m

étaphysique du m
onde)

で
あ
る
」（

39
）。

　

九
鬼
も
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
考
え
る
よ
う
に
、
経
験
に
お
い
て
超
感
性
的
な
深
淵
が
開
か
れ
て
い
る
偶
然
は
形
而
上
学

の
い
わ
ば
中
核
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
経・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
現
象
学
と

経・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

験
を
出
発
点
と
す
る
形
而
上
学
の
「
交
わ
り
」
は
ま
さ
に
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
偶
然
の
事
実
そ
の
も
の
」
と
い
う
現
象

性
の
世
界
と
「
そ
こ
に
は
何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
」
と
い
う
形
而
上
学
的
世
界
の
交
わ
り
の
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
「
現
実
の
世
界
が
存
在
す
る
」
こ
と
と
「
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
」
と
の
尖
端
に
偶
然
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
偶
然
の
経
験
が
現

象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
現
象
性
に
お
い
て
形
而
上
学
的
な
も
の
を
感
じ
て
見
る
と
い
う
偶
然
の
経
験
が
現
象
学
と

形
而
上
学
の
交
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
は
経
験
を
出
発
点
と
す
る
が
ゆ
え
、
現・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

象
学
と
相
矛
盾
す
る
の
で
は
な
く
、

む・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

し
ろ
交
わ
り
合
う
学
で
あ
る
。



一
二
三

一
二
二

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

 
 
 
 
 

　
　
　

現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
と
い
う
方
法
論
の
問
題

　

こ
の
よ
う
に
、
九
鬼
の
哲
学
に
お
い
て
経
験
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
む
し
ろ
一
般
的
に
経
験
と
呼
び
う
る
も
の
が
九
鬼
の
哲
学

の
出
発
点
で
あ
る
。
随
筆
で
は
、
「
い
っ
た
い
私
は
深
い
思
索
に
は
、
広
い
体・

・験
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
」（

40
）

と
言
っ

て
い
る
。
そ
し
て
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
民
族
的
現
象
学
と
も
呼
び
う
る
『
「
い
き
」
の
構
造
』
に
お
い
て
、
九
鬼
は
、
「
我
々
は
ま
ず

与・

・

・

・

・

・

・

え
ら
れ
た
具
体
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

41
）

と
し
、
「
意
味
体・

・験
と
し
て
の
「
い
き
」
の
理
解
は
具
体
的
な
、
事
実
的
、
特

殊
な
「
存
在
会・

・得
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（

42
）

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
会
得
」
と
い
う
術
語
は
、
「
時
間
の
問
題
―
ベ
ル
グ
ソ
ン
と

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」(

一
九
二
九)

の
註
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
のVerstehen

の
訳
語
で
あ
る
。
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は

Verstehen

とB
egreifen

と
を
明
瞭
に
区
別
し
て
い
る
。
後
者
は
概
念
に
由
る
論
理
的
の
も
の
を
意
味
し
、
前
者
は
論
理
実
践
の
差
別
な
き

も
の
を
指
す
。
今
仮
に
後
者
を
理・

・解
と
訳
し
、
前
者
を
会・

・得
と
訳
し
て
お
く
」（

43
）

。
会
得
と
い
う
の
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
単
な

る
認
識
機
能
な
い
し
理
論
的
態
度
で
は
な
く
、
「
現
存
在
そ
れ
自
身
の
固
有
の
存
在
可
能
の
実
存
論
的
存
在
」（

44
）

で
あ
る
が
、
九
鬼
も
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
思
考
上
に
「
論
理
実
践
」
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
以
前
の
次
元
で
具
体
的
で
経
験
的
な
生
に
お
い
て
把
握
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
方
法
の
出
発
点
に
な
る
の
は
、
本
質
を
「
理
解
」
す
る
理
論
的
態
度
で
は
な
く
、
「
論
理
実
践
」
の
区
別
が
な
さ
れ

て
い
る
以
前
の
次
元
で
具
体
的
な
生
に
お
い
て
現
れ
、
与
え
ら
れ
る
「
具
体
」
な
い
し
「
存
在
」
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の
「
方
法
論
的
態

度
」（

45
）

は
い
う
ま
で
も
な
く
現
象
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
事
実
の
学
で
は
な
く
、
本
質
の
学
」（

46
）

と
し
て
の
フ

ッ
サ
ー
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
解
釈
学
的
現
象
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
象
学
は
現
象
の
研
究
で
あ
り
、
意
識
に
現
れ
る
も
の
な
い
し
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
学
で

あ
る
が
故
に
、
九
鬼
が
解
釈
学
的
現
象
学
の
方
法
論
的
態
度
に
立
つ
『
「
い
き
」
の
構
造
』
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
具
体
な
い
し
事
実
の
経

験
か
ら
出
発
す
る
の
は
自
明
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
九
鬼
は
単
に
現
象
学
的
な
考
察
に
対
し
て
で
は
な
く
、
一
般
的
に
「
哲
学
は

裸
一
貫
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
実・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

存
の
地
平
に
開
示
さ
れ
る
現
実
の
事
態
に
直
面
し
現
実
の
事
態
以
外
の
何
物
に
も
権
威
を
認
め
ぬ
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（

47
）

と
述
べ
て
い
る
。
九
鬼
に
よ
る
と
、
「
実・

・存
」
と
は
「
可
能
的
存
在
」
に
対
す
る
「
現
実・

的
存・

在
」（

48
）

の
こ

と
で
あ
る
。
可
能
的
存
在
と
は
「
可
能
的
な
概
念
」
（
た
と
え
ば
概
念
と
し
て
の
三
角
形
）
の
こ
と
で
あ
り
、
現
実
的
存
在
と
は
「
現
実
的

な
対
象
」
（
た
と
え
ば
鉛
筆
で
描
い
た
我
々
の
目
の
前
に
あ
る
三
角
形
）
の
こ
と
で
あ
る
（
49
）

。
し
た
が
っ
て
、
九
鬼
に
よ
れ
ば
、
哲
学
は

現
実
的
存
在
、
つ
ま
り
現
実
的
な
対
象
の
地
平
に
開
示
さ
れ
る
現
実
の
事
態
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
哲

学
」
は
現
象
学
だ
け
で
は
く
形
而
上
学
を
も
包
括
す
る
が
ゆ
え
に
、
形
而
上
学
も
こ
の
「
実
存
の
地
平
に
開
示
さ
れ
る
現
実
の
事
態
に
直
面
」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
現
象
学
と
形
而
上
学
が
交
わ
り
合
う
場
面
は

偶
然
と
し
て
の
「
現
実
の
事
態
に
直
面
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
象
学
と
形
而
上
学
は
相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
事
態
と
い

う
同・

・

・

・

じ
地
平
で
展
開
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
現
象
学
が
直
面
す
る
現
実
の
事
態
と
形
而
上
学
が
直
面
す
る
現
実
の
事
態
は
同
一
で
あ
り
う
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
現
象
学
的
な
面
と
形
而
上
学
的
な
面
が
交
わ
り
合
う
と
す
る
な
ら
ば
、
現
象
学
に
お
い
て
単
に
与
え
ら
れ
る
現
実

の
事
態
と
「
形
而
上
学
的
神
秘
的
」
な
脱
自
や
「
何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
」
と
し
て
の
現
実
の
事
態
は
同
じ
場
面
で
現
れ
る
は

ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
は
た
し
て
同
一
の
も
の
で
あ
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
現
象
を
研
究
す
る
現
象

学
的
立
場
と
同
じ
場
面
で
超
感
性
的
な
も
の
と
し
て
の
事
実
を
経
験
す
る
形
而
上
学
的
立
場
が
交
わ
り
合
う
限
り
、
こ
の
事
柄
を
「
現
象

学
の
形
而
上
学
的
転
回
」（

50
）

と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
現
象
学
と
形
而
上
学
が
交
わ
り
合
う
場
面
は
問
題
に
な
る
が
、
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現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
と
い
う
方
法
論
の
問
題

　

こ
の
よ
う
に
、
九
鬼
の
哲
学
に
お
い
て
経
験
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
む
し
ろ
一
般
的
に
経
験
と
呼
び
う
る
も
の
が
九
鬼
の
哲
学

の
出
発
点
で
あ
る
。
随
筆
で
は
、
「
い
っ
た
い
私
は
深
い
思
索
に
は
、
広
い
体・

・験
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
」（

40
）

と
言
っ

て
い
る
。
そ
し
て
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
民
族
的
現
象
学
と
も
呼
び
う
る
『
「
い
き
」
の
構
造
』
に
お
い
て
、
九
鬼
は
、
「
我
々
は
ま
ず

与・

・

・

・

・

・

・

え
ら
れ
た
具
体
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

41
）

と
し
、
「
意
味
体・

・験
と
し
て
の
「
い
き
」
の
理
解
は
具
体
的
な
、
事
実
的
、
特

殊
な
「
存
在
会・

・得
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（

42
）

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
会
得
」
と
い
う
術
語
は
、
「
時
間
の
問
題
―
ベ
ル
グ
ソ
ン
と

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」(

一
九
二
九)

の
註
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
のVerstehen

の
訳
語
で
あ
る
。
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は

Verstehen

とB
egreifen

と
を
明
瞭
に
区
別
し
て
い
る
。
後
者
は
概
念
に
由
る
論
理
的
の
も
の
を
意
味
し
、
前
者
は
論
理
実
践
の
差
別
な
き

も
の
を
指
す
。
今
仮
に
後
者
を
理・

・解
と
訳
し
、
前
者
を
会・

・得
と
訳
し
て
お
く
」（

43
）

。
会
得
と
い
う
の
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
単
な

る
認
識
機
能
な
い
し
理
論
的
態
度
で
は
な
く
、
「
現
存
在
そ
れ
自
身
の
固
有
の
存
在
可
能
の
実
存
論
的
存
在
」（

44
）

で
あ
る
が
、
九
鬼
も
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
思
考
上
に
「
論
理
実
践
」
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
以
前
の
次
元
で
具
体
的
で
経
験
的
な
生
に
お
い
て
把
握
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
方
法
の
出
発
点
に
な
る
の
は
、
本
質
を
「
理
解
」
す
る
理
論
的
態
度
で
は
な
く
、
「
論
理
実
践
」
の
区
別
が
な
さ
れ

て
い
る
以
前
の
次
元
で
具
体
的
な
生
に
お
い
て
現
れ
、
与
え
ら
れ
る
「
具
体
」
な
い
し
「
存
在
」
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の
「
方
法
論
的
態

度
」（

45
）

は
い
う
ま
で
も
な
く
現
象
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
事
実
の
学
で
は
な
く
、
本
質
の
学
」（

46
）

と
し
て
の
フ

ッ
サ
ー
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
解
釈
学
的
現
象
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
象
学
は
現
象
の
研
究
で
あ
り
、
意
識
に
現
れ
る
も
の
な
い
し
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
学
で

あ
る
が
故
に
、
九
鬼
が
解
釈
学
的
現
象
学
の
方
法
論
的
態
度
に
立
つ
『
「
い
き
」
の
構
造
』
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
具
体
な
い
し
事
実
の
経

験
か
ら
出
発
す
る
の
は
自
明
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
九
鬼
は
単
に
現
象
学
的
な
考
察
に
対
し
て
で
は
な
く
、
一
般
的
に
「
哲
学
は

裸
一
貫
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
実・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

存
の
地
平
に
開
示
さ
れ
る
現
実
の
事
態
に
直
面
し
現
実
の
事
態
以
外
の
何
物
に
も
権
威
を
認
め
ぬ
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（

47
）

と
述
べ
て
い
る
。
九
鬼
に
よ
る
と
、
「
実・

・存
」
と
は
「
可
能
的
存
在
」
に
対
す
る
「
現
実・

的
存・

在
」（

48
）

の
こ

と
で
あ
る
。
可
能
的
存
在
と
は
「
可
能
的
な
概
念
」
（
た
と
え
ば
概
念
と
し
て
の
三
角
形
）
の
こ
と
で
あ
り
、
現
実
的
存
在
と
は
「
現
実
的

な
対
象
」
（
た
と
え
ば
鉛
筆
で
描
い
た
我
々
の
目
の
前
に
あ
る
三
角
形
）
の
こ
と
で
あ
る
（
49
）

。
し
た
が
っ
て
、
九
鬼
に
よ
れ
ば
、
哲
学
は

現
実
的
存
在
、
つ
ま
り
現
実
的
な
対
象
の
地
平
に
開
示
さ
れ
る
現
実
の
事
態
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
哲

学
」
は
現
象
学
だ
け
で
は
く
形
而
上
学
を
も
包
括
す
る
が
ゆ
え
に
、
形
而
上
学
も
こ
の
「
実
存
の
地
平
に
開
示
さ
れ
る
現
実
の
事
態
に
直
面
」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
現
象
学
と
形
而
上
学
が
交
わ
り
合
う
場
面
は

偶
然
と
し
て
の
「
現
実
の
事
態
に
直
面
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
象
学
と
形
而
上
学
は
相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
事
態
と
い

う
同・

・

・

・

じ
地
平
で
展
開
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
現
象
学
が
直
面
す
る
現
実
の
事
態
と
形
而
上
学
が
直
面
す
る
現
実
の
事
態
は
同
一
で
あ
り
う
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
現
象
学
的
な
面
と
形
而
上
学
的
な
面
が
交
わ
り
合
う
と
す
る
な
ら
ば
、
現
象
学
に
お
い
て
単
に
与
え
ら
れ
る
現
実

の
事
態
と
「
形
而
上
学
的
神
秘
的
」
な
脱
自
や
「
何
等
か
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
」
と
し
て
の
現
実
の
事
態
は
同
じ
場
面
で
現
れ
る
は

ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
は
た
し
て
同
一
の
も
の
で
あ
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
現
象
を
研
究
す
る
現
象

学
的
立
場
と
同
じ
場
面
で
超
感
性
的
な
も
の
と
し
て
の
事
実
を
経
験
す
る
形
而
上
学
的
立
場
が
交
わ
り
合
う
限
り
、
こ
の
事
柄
を
「
現
象

学
の
形
而
上
学
的
転
回
」（

50
）

と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
現
象
学
と
形
而
上
学
が
交
わ
り
合
う
場
面
は
問
題
に
な
る
が
、
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造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
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具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
こ
の
よ
う
な
交
わ
り
が
実
現
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
場
面
を
叙
述
し
て
こ
の
問
題
の
解
明
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

経
験
と
し
て
の
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
具
体
的
な
場
面
―
詩
の
経
験

　

九
鬼
は
「
深
い
思
索
に
は
、
広
い
体
験
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
故
に
、
様
々
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
予

想
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
九
鬼
が
重
視
し
て
い
る
の
が
文
学
と
い
う
具
体
的
な
場
面
と
言
え
よ
う
。
「
私
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
真
と

美
の
永
久
の
静
け
さ
を
求
め
て
、
少
数
の
読
者
と
共
に
、
哲
学
と
文
学
と
の
間
の
小
道
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
思
索
し
、
感
覚
し
、
憧
憬

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」（

51
）

。
文
学
の
中
で
も
、
特
に
注
目
す
べ
き
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
具
体
的
な
場
面
は
詩
の
押
韻
の

経
験
で
あ
る
。
特
に
、
講
義
『
文
学
概
論
』(

一
九
三
三)

と
「
文
学
の
形
而
上
学
」(

一
九
四
〇)

を
通
し
て
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
た
い
。

　

詩
の
リ
ズ
ム
は
音
節
の
数
と
い
う
分
量
時
間
に
よ
っ
て
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
「
実
際
は
」
、
す
な
わ
ち
詩
を
詠
う
と
い
う
経
験
に

お
い
て
は
「
詩
の
時
間
は
実
は
持
続( durée)
で
あ
る
」（

52
）

。
こ
こ
で
九
鬼
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
持
続
概
念
に
言
及
し
て
い
る
が
、
持
続

と
い
う
の
は
、
空
間
に
お
い
て
表
象
さ
れ
る
識
別
さ
れ
た
同
一
の
点
な
い
し
数
の
継
起
で
あ
る
分
量
時
間
つ
ま
り
空
間
化
さ
れ
た
時
間
に

対
し
て
、
異
質
な
我
々
の
意
識
の
諸
状
態
の
相
互
浸
徹
の
継
起
で
あ
る
。
実
際
に
詩
を
詠
う
と
き
、
我
々
は
各
々
の
音
節
を
数
え
な
い
し

識
別
も
分
割
も
し
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
音
節
は
我
々
の
意
識
に
お
い
て
切
り
離
せ
な
い
し
相
互
浸
徹
し
な
が
ら
未
来
へ
向
か
っ
て
い

く
。
こ
れ
が
水
平
的
に
進
行
す
る
九
鬼
の
い
う
現・

・

・

・

・

・

象
学
的
時
間
で
あ
る
。

　

し
か
し
同
時
に
九
鬼
は
、
詩
「
即
ち
抒
情
詩
」
に
お
い
て
「
一
切
が
時
間
的
に
現
在
に
集
中
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
詩
の
現
在
は
い
わ

ゆ
る
「
永
遠
の
現
在
」
」
で
あ
り
、「
永
遠
の
深
み
を
有
っ
た
現
在
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
詩
の
時
間
性
は
形・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
的
時
間

の
構
造
を
も
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
詩
の
リ
ズ
ム
の
反
復
と
い
う
こ
と
は
現
在
が
永
遠
に
繰
り
返
す
」（

53
）

か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

五
音
七
音
、
五
音
七
音
等
々
の
反
復
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
ン
の
十
二
音
節
、
十
二
音
節
等
々
の
反
復
が
現
在
の
永
遠
の
繰
り
返
し
を
体
現

し
、
現
在
が
永
遠
の
深
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
に
お
い
て
「
永
遠
の
現
在
」
は
特
に
押
韻
を
通
し
て
会

得
さ
れ
る
。
九
鬼
に
よ
る
と
、
「
詩
に
あ
っ
て
は
押
韻
上
の
偶
然
の
一
致
、
即
ち
同
音
異
義
の
語
を
利
用
し
て
韻
が
成
立
す
る
」（

54
）

の
で

あ
る
。
偶
然
性
は
「
独
立
な
る
二
元
の
邂
逅
」（

55
）

、
す
な
わ
ち
独
立
な
二
つ
の
も
の
が
偶
々
遭
う
こ
と
で
あ
る
が
、
押
韻
の
場
合
は
、
異

な
っ
た
意
味
を
も
つ
二
つ
の
単
語
が
偶
然
同
じ
音
を
も
っ
て
い
る
が
ゆ
え
、
邂
逅
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
と
人
と
の
邂
逅
の
一
つ

の
具
体
的
例
で
あ
り
、
そ
れ
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
独
立
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
意
気
投
合
し
て
い
る
一
の
個
人
と
他
の

個
人
の
邂
逅
の
よ
う
に
、
異
な
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
同
じ
音
を
も
っ
て
い
る
一
の
単
語
と
他
の
単
語
は
邂
逅
す
る
の
で
あ
る
。
異

な
っ
た
意
味
で
あ
る
が
ゆ
え
に
出
会
わ
な
い
こ
と
も
で
き
た
が
、
偶
々
音
が
同
じ
で
偶
々
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
の
出
会
い
は

こ
こ
で
今( hic et nunc)

生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
九
鬼
の
言
う
「
同
時
的
偶
然
」（

56
）

で
あ
る
。
一
の
も
の
と
他
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
因
果
系
列
を
継
続
的
・
水
平
的
に
未
来
に
向
か
う
の
で
あ
り
純
粋
に
持
続
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
偶
々
出
会
っ
た
と
き
、

同
時
に
同
じ
場
所
で
、
す
な
わ
ち
現
在
に
、
こ
こ
で
今( hic et nunc)

出
会
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
同
じ
邂
逅
が
反
復
さ
れ
る
と
「
継

起
的
偶
然
」（

57
）

と
な
り
出
会
っ
た
と
き
の
現
在
が
繰
り
返
し
反
復
さ
れ
て
「
永
遠
の
現
在
」
と
な
る
。
詩
の
押
韻
の
場
合
は
、
同
じ
押
韻
、

つ
ま
り
同
音
異
義
と
い
う
邂
逅
が
繰
り
返
し
反
復
さ
れ
て
「
永
遠
の
現
在
」
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
の
リ
ズ
ム
も
押
韻
も
「
永
遠
の
現
在
」

を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
詩
の
そ
う
い
う
外
形
上
の
技
術
は
詩
を
同
じ
現
在
の
場
所
に
止
ま
ら
せ
て
足
踏
み
を
さ
せ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
詩
を
永
遠
の
現
在
の
無
限
な
一
瞬
間
に
集
注
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」（

58
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
詩
の
経
験
に
お
い
て
具
体
的
に
会
得
さ
れ
る
の
は
、
水
平
的
な
純
粋
持
続
と
い
う
現
象
学
的
時
間
と
垂
直
的
な
永
遠
の

現
在
と
い
う
形
而
上
学
的
時
間
と
が
交
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
を
詠
う
と
き
、
水
平
的
に
未
来
に
向
か
う
意
識
の
諸
状
態
の

相
互
浸
徹
の
継
起
と
同
じ
現
在
の
場
所
に
止
ま
り
足
踏
み
す
る
永
遠
の
現
在
を
同・

・

・

時
に
体
験
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
学
的
面
と
形
而
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具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
こ
の
よ
う
な
交
わ
り
が
実
現
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
場
面
を
叙
述
し
て
こ
の
問
題
の
解
明
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

経
験
と
し
て
の
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
具
体
的
な
場
面
―
詩
の
経
験

　

九
鬼
は
「
深
い
思
索
に
は
、
広
い
体
験
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
故
に
、
様
々
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
予

想
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
九
鬼
が
重
視
し
て
い
る
の
が
文
学
と
い
う
具
体
的
な
場
面
と
言
え
よ
う
。
「
私
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
真
と

美
の
永
久
の
静
け
さ
を
求
め
て
、
少
数
の
読
者
と
共
に
、
哲
学
と
文
学
と
の
間
の
小
道
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
思
索
し
、
感
覚
し
、
憧
憬

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」（

51
）

。
文
学
の
中
で
も
、
特
に
注
目
す
べ
き
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
具
体
的
な
場
面
は
詩
の
押
韻
の

経
験
で
あ
る
。
特
に
、
講
義
『
文
学
概
論
』(

一
九
三
三)

と
「
文
学
の
形
而
上
学
」(

一
九
四
〇)

を
通
し
て
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
た
い
。

　

詩
の
リ
ズ
ム
は
音
節
の
数
と
い
う
分
量
時
間
に
よ
っ
て
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
「
実
際
は
」
、
す
な
わ
ち
詩
を
詠
う
と
い
う
経
験
に

お
い
て
は
「
詩
の
時
間
は
実
は
持
続( durée)

で
あ
る
」（

52
）

。
こ
こ
で
九
鬼
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
持
続
概
念
に
言
及
し
て
い
る
が
、
持
続

と
い
う
の
は
、
空
間
に
お
い
て
表
象
さ
れ
る
識
別
さ
れ
た
同
一
の
点
な
い
し
数
の
継
起
で
あ
る
分
量
時
間
つ
ま
り
空
間
化
さ
れ
た
時
間
に

対
し
て
、
異
質
な
我
々
の
意
識
の
諸
状
態
の
相
互
浸
徹
の
継
起
で
あ
る
。
実
際
に
詩
を
詠
う
と
き
、
我
々
は
各
々
の
音
節
を
数
え
な
い
し

識
別
も
分
割
も
し
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
音
節
は
我
々
の
意
識
に
お
い
て
切
り
離
せ
な
い
し
相
互
浸
徹
し
な
が
ら
未
来
へ
向
か
っ
て
い

く
。
こ
れ
が
水
平
的
に
進
行
す
る
九
鬼
の
い
う
現・

・

・

・

・

・

象
学
的
時
間
で
あ
る
。

　

し
か
し
同
時
に
九
鬼
は
、
詩
「
即
ち
抒
情
詩
」
に
お
い
て
「
一
切
が
時
間
的
に
現
在
に
集
中
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
詩
の
現
在
は
い
わ

ゆ
る
「
永
遠
の
現
在
」
」
で
あ
り
、「
永
遠
の
深
み
を
有
っ
た
現
在
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
詩
の
時
間
性
は
形・

・

・

・

・

・

・

而
上
学
的
時
間

の
構
造
を
も
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
詩
の
リ
ズ
ム
の
反
復
と
い
う
こ
と
は
現
在
が
永
遠
に
繰
り
返
す
」（

53
）

か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

五
音
七
音
、
五
音
七
音
等
々
の
反
復
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
ン
の
十
二
音
節
、
十
二
音
節
等
々
の
反
復
が
現
在
の
永
遠
の
繰
り
返
し
を
体
現

し
、
現
在
が
永
遠
の
深
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
に
お
い
て
「
永
遠
の
現
在
」
は
特
に
押
韻
を
通
し
て
会

得
さ
れ
る
。
九
鬼
に
よ
る
と
、
「
詩
に
あ
っ
て
は
押
韻
上
の
偶
然
の
一
致
、
即
ち
同
音
異
義
の
語
を
利
用
し
て
韻
が
成
立
す
る
」（

54
）

の
で

あ
る
。
偶
然
性
は
「
独
立
な
る
二
元
の
邂
逅
」（

55
）

、
す
な
わ
ち
独
立
な
二
つ
の
も
の
が
偶
々
遭
う
こ
と
で
あ
る
が
、
押
韻
の
場
合
は
、
異

な
っ
た
意
味
を
も
つ
二
つ
の
単
語
が
偶
然
同
じ
音
を
も
っ
て
い
る
が
ゆ
え
、
邂
逅
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
と
人
と
の
邂
逅
の
一
つ

の
具
体
的
例
で
あ
り
、
そ
れ
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
独
立
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
意
気
投
合
し
て
い
る
一
の
個
人
と
他
の

個
人
の
邂
逅
の
よ
う
に
、
異
な
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
同
じ
音
を
も
っ
て
い
る
一
の
単
語
と
他
の
単
語
は
邂
逅
す
る
の
で
あ
る
。
異

な
っ
た
意
味
で
あ
る
が
ゆ
え
に
出
会
わ
な
い
こ
と
も
で
き
た
が
、
偶
々
音
が
同
じ
で
偶
々
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
の
出
会
い
は

こ
こ
で
今( hic et nunc)

生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
九
鬼
の
言
う
「
同
時
的
偶
然
」（

56
）

で
あ
る
。
一
の
も
の
と
他
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
因
果
系
列
を
継
続
的
・
水
平
的
に
未
来
に
向
か
う
の
で
あ
り
純
粋
に
持
続
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
偶
々
出
会
っ
た
と
き
、

同
時
に
同
じ
場
所
で
、
す
な
わ
ち
現
在
に
、
こ
こ
で
今( hic et nunc)

出
会
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
同
じ
邂
逅
が
反
復
さ
れ
る
と
「
継

起
的
偶
然
」（

57
）

と
な
り
出
会
っ
た
と
き
の
現
在
が
繰
り
返
し
反
復
さ
れ
て
「
永
遠
の
現
在
」
と
な
る
。
詩
の
押
韻
の
場
合
は
、
同
じ
押
韻
、

つ
ま
り
同
音
異
義
と
い
う
邂
逅
が
繰
り
返
し
反
復
さ
れ
て
「
永
遠
の
現
在
」
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
の
リ
ズ
ム
も
押
韻
も
「
永
遠
の
現
在
」

を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
詩
の
そ
う
い
う
外
形
上
の
技
術
は
詩
を
同
じ
現
在
の
場
所
に
止
ま
ら
せ
て
足
踏
み
を
さ
せ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
詩
を
永
遠
の
現
在
の
無
限
な
一
瞬
間
に
集
注
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」（

58
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
詩
の
経
験
に
お
い
て
具
体
的
に
会
得
さ
れ
る
の
は
、
水
平
的
な
純
粋
持
続
と
い
う
現
象
学
的
時
間
と
垂
直
的
な
永
遠
の

現
在
と
い
う
形
而
上
学
的
時
間
と
が
交
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
を
詠
う
と
き
、
水
平
的
に
未
来
に
向
か
う
意
識
の
諸
状
態
の

相
互
浸
徹
の
継
起
と
同
じ
現
在
の
場
所
に
止
ま
り
足
踏
み
す
る
永
遠
の
現
在
を
同・

・

・

時
に
体
験
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
学
的
面
と
形
而
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九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

上
学
的
面
は
同
じ
地
平
で
交
わ
り
合
っ
て
お
り
、
詩
の
経
験
と
い
う
具
体
的
な
場
面
に
お
い
て
現
象
学
的
時
間
と
形
而
上
学
的
時
間
と
い

う
異
な
っ
た
「
時
間
性
の
重
複
性
」
な
い
し
「
重
層
性
」（

59
）

が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
詩
の
リ
ズ
ム

と
押
韻
に
よ
っ
て
形
而
上
学
的
時
間
の
構
造
が
、
す
な
わ
ち
現
在
の
反
復
が
会
得
さ
れ
る
の
を
確
認
し
た
が
、
は
た
し
て
こ
の
現
在
の
反

復
と
「
時
間
論
」
の
中
で
出
て
来
る
諸
々
の
大
宇
宙
年
の
現
在
の
反
復
と
し
て
の
形
而
上
学
的
時
間
と
は
同
じ
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
は
た
し
て
神
秘
家
の
恍
惚
と
し
て
の
形
而
上
学
的
時
間
と
詩
の
経
験
と
し
て
の
永
遠
の
現
在
と
は
同
一
で
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
確
か
な
こ
と
は
、
九
鬼
に
と
っ
て
こ
の
二
つ
の
形
而
上
学
的
時
間
は
同
じ
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
九
鬼
が
引
用
し
て
い
る
オ
ス
カ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
に
倣
っ
て
、
詩
の
経
験
に
お
い
て
会
得
さ
れ
る
永
遠
の
現
在
は
、
諸
々
の
大
宇
宙

年
の
現
在
の
反
復
と
し
て
の
形
而
上
学
的
時
間
の
「
小
宇
宙
的
構
造( m

ikrokosm
ische Struktur)

」（
60
）

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
詩
の
経

験
と
い
う
内
在
的
な
現
象
性
に
お
い
て
現
在
の
反
復
と
い
う
形
而
上
学
的
な
構
造
を
会
得
す
る
こ
と
が
、
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り

の
具
体
的
な
場
面
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　

結
論

　

現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
を
通
し
て
、
一
見
断
片
的
に
見
え
る
九
鬼
哲
学
の
問
題
性
と
一
貫
性
を
論
じ
る
こ
と
に
努
め
た

が
、
こ
の
問
題
は
単
に
時
間
論
に
お
い
て
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
事
柄
で
は
な
く
、
九
鬼
の
全
著
作
と
二
十
世
紀
前
期
の
哲
学
界
を
象

徴
す
る
問
題
で
あ
る
。
「
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
」
と
は
一
見
矛
盾
し
た
表
現
に
聞
こ
え
る
が
、
そ
れ
は
「
形
而
上
学
」
と
い
う
も

の
を
単
に
経
験
を
離
脱
し
現
象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
理
性
的
・
理
論
的
構
築
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
九
鬼
に
と
っ
て
、
形
而

上
学
と
は
、
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
実
と
し
て
の
偶
然
に
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
を
感
じ
「
そ
の
深
淵
に
飛
び
込
ん
で
行
く
」
具
体

注
（
１
）
九
鬼
周
造
、Propos sur le tem

ps

（
時
間
論
）
、『
九
鬼
周
造
全
集
』(

東

京
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
―
一
九
八
二)

、
第
一
巻
、
二
九
〇
頁
。

（
２
）Shuzo K

uki, Propos sur le tem
ps, Paris, Philippe R

enouard, 1928.

（
３
）
九
鬼
周
造Propos sur le tem

ps (I, 291-290).

（
４
）H

eidegger, Sein und Zeit, § 65, Tübingen, M
ax N

iem
eyer, 1967, S. 

329.

（
５
）
九
鬼
周
造Propos sur le tem

ps (I, 291) : « chaque présent a des 

m
om

ents, d’une part dans l’avenir et d’autre part dans le passé ; c’est un 

instant dont l’épaisseur est d’une profondeur infinie ».

（
６
）
九
鬼
周
造
「
形
而
上
学
的
時
間
」(

三
、
一
九
四)

。

（
７
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
引
用
はB

ergson, D
urée et sim

ultanéité, p. X

、
九
鬼

周
造
「
時
間
の
問
題
」(

三
、
三
三
二)

、
『
文
学
概
論
』(

一
一
、
一
二
七)

。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
引
用
はH

eidegger, Sein und Zeit, § 5, S. 18, 

『
文
学
概
論
』

(

一
一
、
一
二
七)

。

（
８
）B

ergson,« Introduction à la m
étaphysique » , in La pensée et le 

m
ouvant, p. 226.

的
な
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
端
的
に
言
え
ば
、
形
而
上
学
と
は
経
験
で
あ
る
が
ゆ
え
、
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研

究
す
る
現
象
学
と
相
矛
盾
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
交
わ
り
合
う
の
で
あ
る
。
現
象
性
に
お
い
て
形
而
上
学
的
な
も
の
を
感
じ
て
見
る

と
い
う
偶
然
の
経
験
が
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
無
に
侵
さ
れ
て
い
る
有
と
し
て
の
偶
然
の
経
験
が
、
驚
き
で
あ
り
、

形
而
上
学
的
情
緒
で
あ
り
、
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
経
験
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
九
鬼
が
重
視
す
る
交
わ
り
の
具
体
的
な
場
面
は
、

水
平
的
に
継
起
す
る
現
象
学
的
時
間
と
垂
直
的
な
永
遠
の
現
在
と
い
う
形
而
上
学
的
時
間
の
構
造
が
同
時
に
同
じ
地
平
に
会
得
さ
れ
る
詩

の
経
験
で
あ
る
。
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九
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に
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現
象
学
と
形
而
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学
の
交
わ
り
の
問
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ソ
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ト]

上
学
的
面
は
同
じ
地
平
で
交
わ
り
合
っ
て
お
り
、
詩
の
経
験
と
い
う
具
体
的
な
場
面
に
お
い
て
現
象
学
的
時
間
と
形
而
上
学
的
時
間
と
い

う
異
な
っ
た
「
時
間
性
の
重
複
性
」
な
い
し
「
重
層
性
」（

59
）

が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
詩
の
リ
ズ
ム

と
押
韻
に
よ
っ
て
形
而
上
学
的
時
間
の
構
造
が
、
す
な
わ
ち
現
在
の
反
復
が
会
得
さ
れ
る
の
を
確
認
し
た
が
、
は
た
し
て
こ
の
現
在
の
反

復
と
「
時
間
論
」
の
中
で
出
て
来
る
諸
々
の
大
宇
宙
年
の
現
在
の
反
復
と
し
て
の
形
而
上
学
的
時
間
と
は
同
じ
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
は
た
し
て
神
秘
家
の
恍
惚
と
し
て
の
形
而
上
学
的
時
間
と
詩
の
経
験
と
し
て
の
永
遠
の
現
在
と
は
同
一
で
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
確
か
な
こ
と
は
、
九
鬼
に
と
っ
て
こ
の
二
つ
の
形
而
上
学
的
時
間
は
同
じ
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
九
鬼
が
引
用
し
て
い
る
オ
ス
カ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
に
倣
っ
て
、
詩
の
経
験
に
お
い
て
会
得
さ
れ
る
永
遠
の
現
在
は
、
諸
々
の
大
宇
宙

年
の
現
在
の
反
復
と
し
て
の
形
而
上
学
的
時
間
の
「
小
宇
宙
的
構
造( m

ikrokosm
ische Struktur)

」（
60
）

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
詩
の
経

験
と
い
う
内
在
的
な
現
象
性
に
お
い
て
現
在
の
反
復
と
い
う
形
而
上
学
的
な
構
造
を
会
得
す
る
こ
と
が
、
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り

の
具
体
的
な
場
面
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　

結
論

　

現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題
を
通
し
て
、
一
見
断
片
的
に
見
え
る
九
鬼
哲
学
の
問
題
性
と
一
貫
性
を
論
じ
る
こ
と
に
努
め
た

が
、
こ
の
問
題
は
単
に
時
間
論
に
お
い
て
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
事
柄
で
は
な
く
、
九
鬼
の
全
著
作
と
二
十
世
紀
前
期
の
哲
学
界
を
象

徴
す
る
問
題
で
あ
る
。
「
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
」
と
は
一
見
矛
盾
し
た
表
現
に
聞
こ
え
る
が
、
そ
れ
は
「
形
而
上
学
」
と
い
う
も

の
を
単
に
経
験
を
離
脱
し
現
象
を
越
え
た
実
在
を
扱
う
理
性
的
・
理
論
的
構
築
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
九
鬼
に
と
っ
て
、
形
而

上
学
と
は
、
普
段
我
々
が
経
験
す
る
現
実
と
し
て
の
偶
然
に
超
感
性
的
な
も
の
の
深
淵
を
感
じ
「
そ
の
深
淵
に
飛
び
込
ん
で
行
く
」
具
体

注
（
１
）
九
鬼
周
造
、Propos sur le tem

ps

（
時
間
論
）
、『
九
鬼
周
造
全
集
』(

東

京
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
―
一
九
八
二)

、
第
一
巻
、
二
九
〇
頁
。

（
２
）Shuzo K

uki, Propos sur le tem
ps, Paris, Philippe R

enouard, 1928.

（
３
）
九
鬼
周
造Propos sur le tem

ps (I, 291-290).

（
４
）H

eidegger, Sein und Zeit, § 65, Tübingen, M
ax N

iem
eyer, 1967, S. 

329.

（
５
）
九
鬼
周
造Propos sur le tem

ps (I, 291) : « chaque présent a des 

m
om

ents, d’une part dans l’avenir et d’autre part dans le passé ; c’est un 

instant dont l’épaisseur est d’une profondeur infinie ».

（
６
）
九
鬼
周
造
「
形
而
上
学
的
時
間
」(

三
、
一
九
四)

。

（
７
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
引
用
はB

ergson, D
urée et sim

ultanéité, p. X

、
九
鬼

周
造
「
時
間
の
問
題
」(

三
、
三
三
二)

、
『
文
学
概
論
』(

一
一
、
一
二
七)

。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
引
用
はH

eidegger, Sein und Zeit, § 5, S. 18, 

『
文
学
概
論
』

(
一
一
、
一
二
七)

。

（
８
）B

ergson,« Introduction à la m
étaphysique » , in La pensée et le 

m
ouvant, p. 226.

的
な
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
端
的
に
言
え
ば
、
形
而
上
学
と
は
経
験
で
あ
る
が
ゆ
え
、
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
研

究
す
る
現
象
学
と
相
矛
盾
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
交
わ
り
合
う
の
で
あ
る
。
現
象
性
に
お
い
て
形
而
上
学
的
な
も
の
を
感
じ
て
見
る

と
い
う
偶
然
の
経
験
が
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
無
に
侵
さ
れ
て
い
る
有
と
し
て
の
偶
然
の
経
験
が
、
驚
き
で
あ
り
、

形
而
上
学
的
情
緒
で
あ
り
、
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
経
験
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
九
鬼
が
重
視
す
る
交
わ
り
の
具
体
的
な
場
面
は
、

水
平
的
に
継
起
す
る
現
象
学
的
時
間
と
垂
直
的
な
永
遠
の
現
在
と
い
う
形
而
上
学
的
時
間
の
構
造
が
同
時
に
同
じ
地
平
に
会
得
さ
れ
る
詩

の
経
験
で
あ
る
。



一
二
九

一
二
八

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

（
９
）
形
而
上
学
の
危
機
を
象
徴
す
る
重
要
な
著
作
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
に
な
る
。

1844 : A
uguste C

om
te, « D

iscours sur l’esprit positif ».

1871 : H
erm

ann C
ohen, K

ants Theorie der Erfahrung.

1877: Engels, Anti-D
ühring.

1888: N
ietzsche, G

ötzen-D
äm

m
erung oder w

ie m
an m

it dem
 H

am
m

er 

philosophiert.

1898 : Peirce, “Scientific M
etaphysics”.

1903 : B
ergson, « Introduction à la m

étaphysique ».

1905 : Ernst M
ach, Erkenntnis und Irrtum

.

1907 : W
illiam

 Jam
es, Pragm

atism
.

1927 : G
abriel M

arcel, Journal m
étaphysique.

1928 : C
arnap, Scheinproblem

e in der Philosophie.

1929 : H
eidegger, „W

as ist M
etaphysik“; K

ant und das Problem
 der 

M
etaphysik.

1931: C
arnap, „Ü

berw
indung der M

etaphysik durch logische A
nalyse der 

Sprache“.

1935: H
eidegger, Einführung in die M

etaphysik.

1936 : A
lfred Jules Ayer, Language, Truth and Logic.

(

10)

フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
科
学
の
危
機

と
超
越
論
的
現
象
学
』( D

ie K
risis der europäischen W

issenschaften und 

die transzendentale Phänom
enologie)

 
( 1936

)

を
論
じ
た
。

(

11)

田
辺
元
「
現
象
学
に
於
け
る
新
し
き
転
向
」(

一
九
二
四)

、
『
田
辺

元
全
集
』(

東
京
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
―
一
九
六
四)

、
第
四
巻
、
東
京
、

一
五
―
三
四
頁
。

(

12)

宮
山
昌
治
「
大
正
期
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
受
容
」
『
人
文
』

四(

二
〇
〇
五)

、
八
三
―
一
〇
四
頁
を
参
照
。

(

13)

藤
田
正
勝
「
一
九
二
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
日
本
の
哲
学

の
形
成
・
発
展
」
『
哲
学
研
究
』
第
五
九
二
号
・
二
〇
一
一
・
十)

、
一
―

二
一
頁
を
参
照
。

(

14)

九
鬼
周
造 « B

ergson au Japon » (I, 261).

(

15)

同
上(I, 260).

 

強
調
筆
者
。

(

16)

九
鬼
周
造
「
秋
の
一
日
」(

一
、
一
二
八)

。

(
17)

九
鬼
周
造
「
形
而
上
学
的
時
間
」(

三
、
一
九
四)

。

(

18)
九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
七
―
八)

;

藤
田
正
勝
編
、
東
京
、

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
、
一
二
頁
。

(

19)

同
上(

一
、
一
四);

藤
田
正
勝
編
、
二
四
頁
。

(

20)

九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』(

二
、
一
二
〇)

。

(

21)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
一
二);

藤
田
正
勝
編
、
二
一
頁
。

(

22) H
eidegger ,K

ant und das Problem
 der M

etaphysik, Frankfurt,

 K
losterm

ann, 2010, S. 6, 8-9.

(

23)

た
と
え
ば
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』V

II, 517b, 518c

、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

『
形
而
上
学
』Λ

7, 1072 14-30 ;

『
哲
学
の
す
す
め
』 ,  B

 44

、
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』V

I 7 [38], 15, 11-13 ; 24, 22

を
参
照
。A

ndrea W
ilson 

N
ightingale, Spectacles of Truth in C

lassical G
reek Philosophy: Theoria 

in its C
ultural C

ontext, C
am

bridge U
niversity Press, 2004

を
も
参
照
。

(

24) K
ant, K

ritik der reinen Vernunft, A
 327/B

 383-384.

(

25)

小
浜
善
信
『
九
鬼
周
造
の
哲
学
―
漂
白
の
魂
』
、
一
四
四
頁
。

(

26) B
ergson, « D

e la position des problèm
es » , in La pensée et le 

m
ouvant, Paris, PU

F, coll. « Q
uadrige », 15e éd., 2006, p. 50 : « C

ette 

expérience s'appellera vision ou contact, perception extérieure en général, 

s'il s'agit d'un objet m
atériel ; elle prendra le nom

 d'intuition quand elle 

portera sur l'esprit. Jusqu'où va l'intuition ? Elle seule pourra le dire. Elle 

ressaisit un fil : à elle de voir si ce fil m
onte jusqu'au ciel ou s'arrête à 

quelque distance de terre. D
ans le prem

ier cas, l'expérience m
étaphysique 

se reliera à celle des grands m
ystiques : nous croyons constater, pour 

notre part, que la vérité est là. D
ans le second, elles resteront isolées l'une 

de l'autre, sans pour cela répugner entre elles. »

(

27)

九
鬼
周
造Propos sur le tem

ps 
( I, 288

)
.

(

28)

九
鬼
周
造
「
形
而
上
学
的
時
間
」(

三
、
一
九
三
―
一
九
四)

。

(

29

) R
ém

i B
rague,Les ancres dans le ciel. L’infrastructure 

m
étaphysique, Paris, Seuil, coll. « L’ordre philosophique », 2011, p. 

13-17

を
参
照
。

(

30) H
eidegger, W

as ist M
etaphysik ?, in W

egm
arken, G

a IX
, S. p. 111-

119.

(

31

) A
ntonin A

rtaud, « Le théâtre de la cruauté » (1932), in Le 

théâtre et son double, Paris, G
allim

ard, 1964, p. 118 : « D
ans l’état de 

dégénérescence où nous som
m

es, c’est par la peau qu’on fera rentrer la 

m
étaphysique dans les esprits. »

 

「
残
酷
の
演
劇
」
『
演
劇
と
そ
の
分
身
』

(

32)

小
浜
善
信
『
九
鬼
周
造
の
哲
学
―
漂
白
の
魂
』,

 p. ii, 2
.

(

33)

九
鬼
周
造
「
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
礼
賛
」(

別
巻
、
一
三
五
―
一
三
七;

 

一
四
一
―
一
四
二)

。



一
二
九

一
二
八

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

（
９
）
形
而
上
学
の
危
機
を
象
徴
す
る
重
要
な
著
作
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
に
な
る
。

1844 : A
uguste C

om
te, « D

iscours sur l’esprit positif ».

1871 : H
erm

ann C
ohen, K

ants Theorie der Erfahrung.

1877: Engels, Anti-D
ühring.

1888: N
ietzsche, G

ötzen-D
äm

m
erung oder w

ie m
an m

it dem
 H

am
m

er 

philosophiert.

1898 : Peirce, “Scientific M
etaphysics”.

1903 : B
ergson, « Introduction à la m

étaphysique ».

1905 : Ernst M
ach, Erkenntnis und Irrtum

.

1907 : W
illiam

 Jam
es, Pragm

atism
.

1927 : G
abriel M

arcel, Journal m
étaphysique.

1928 : C
arnap, Scheinproblem

e in der Philosophie.

1929 : H
eidegger, „W

as ist M
etaphysik“; K

ant und das Problem
 der 

M
etaphysik.

1931: C
arnap, „Ü

berw
indung der M

etaphysik durch logische A
nalyse der 

Sprache“.

1935: H
eidegger, Einführung in die M

etaphysik.

1936 : A
lfred Jules Ayer, Language, Truth and Logic.

(

10)

フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
科
学
の
危
機

と
超
越
論
的
現
象
学
』( D

ie K
risis der europäischen W

issenschaften und 

die transzendentale Phänom
enologie)

 
( 1936

)

を
論
じ
た
。

(

11)

田
辺
元
「
現
象
学
に
於
け
る
新
し
き
転
向
」(

一
九
二
四)

、
『
田
辺

元
全
集
』(

東
京
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
―
一
九
六
四)

、
第
四
巻
、
東
京
、

一
五
―
三
四
頁
。

(

12)

宮
山
昌
治
「
大
正
期
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
受
容
」
『
人
文
』

四(

二
〇
〇
五)

、
八
三
―
一
〇
四
頁
を
参
照
。

(

13)

藤
田
正
勝
「
一
九
二
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
日
本
の
哲
学

の
形
成
・
発
展
」
『
哲
学
研
究
』
第
五
九
二
号
・
二
〇
一
一
・
十)

、
一
―

二
一
頁
を
参
照
。

(

14)

九
鬼
周
造 « B

ergson au Japon » (I, 261).

(

15)

同
上(I, 260).

 

強
調
筆
者
。

(

16)

九
鬼
周
造
「
秋
の
一
日
」(

一
、
一
二
八)

。

(

17)

九
鬼
周
造
「
形
而
上
学
的
時
間
」(

三
、
一
九
四)

。

(

18)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
七
―
八)

;

藤
田
正
勝
編
、
東
京
、

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
、
一
二
頁
。

(
19)
同
上(

一
、
一
四);

藤
田
正
勝
編
、
二
四
頁
。

(

20)
九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』(

二
、
一
二
〇)

。

(

21)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
一
二);

藤
田
正
勝
編
、
二
一
頁
。

(

22) H
eidegger ,K

ant und das Problem
 der M

etaphysik, Frankfurt,

 K
losterm

ann, 2010, S. 6, 8-9.

(

23)

た
と
え
ば
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』V

II, 517b, 518c

、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

『
形
而
上
学
』Λ

7, 1072 14-30 ;
『
哲
学
の
す
す
め
』 ,  B

 44

、
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』V

I 7 [38], 15, 11-13 ; 24, 22

を
参
照
。A

ndrea W
ilson 

N
ightingale, Spectacles of Truth in C

lassical G
reek Philosophy: Theoria 

in its C
ultural C

ontext, C
am

bridge U
niversity Press, 2004

を
も
参
照
。

(

24) K
ant, K

ritik der reinen Vernunft, A
 327/B

 383-384.

(

25)

小
浜
善
信
『
九
鬼
周
造
の
哲
学
―
漂
白
の
魂
』
、
一
四
四
頁
。

(

26) B
ergson, « D

e la position des problèm
es » , in La pensée et le 

m
ouvant, Paris, PU

F, coll. « Q
uadrige », 15e éd., 2006, p. 50 : « C

ette 

expérience s'appellera vision ou contact, perception extérieure en général, 

s'il s'agit d'un objet m
atériel ; elle prendra le nom

 d'intuition quand elle 

portera sur l'esprit. Jusqu'où va l'intuition ? Elle seule pourra le dire. Elle 

ressaisit un fil : à elle de voir si ce fil m
onte jusqu'au ciel ou s'arrête à 

quelque distance de terre. D
ans le prem

ier cas, l'expérience m
étaphysique 

se reliera à celle des grands m
ystiques : nous croyons constater, pour 

notre part, que la vérité est là. D
ans le second, elles resteront isolées l'une 

de l'autre, sans pour cela répugner entre elles. »

(

27)

九
鬼
周
造Propos sur le tem

ps 
( I, 288

)
.

(

28)

九
鬼
周
造
「
形
而
上
学
的
時
間
」(

三
、
一
九
三
―
一
九
四)

。

(

29

) R
ém

i B
rague,Les ancres dans le ciel. L’infrastructure 

m
étaphysique, Paris, Seuil, coll. « L’ordre philosophique », 2011, p. 

13-17

を
参
照
。

(

30) H
eidegger, W

as ist M
etaphysik ?, in W

egm
arken, G

a IX
, S. p. 111-

119.

(

31

) A
ntonin A

rtaud, « Le théâtre de la cruauté » (1932), in Le 

théâtre et son double, Paris, G
allim

ard, 1964, p. 118 : « D
ans l’état de 

dégénérescence où nous som
m

es, c’est par la peau qu’on fera rentrer la 

m
étaphysique dans les esprits. »

 

「
残
酷
の
演
劇
」
『
演
劇
と
そ
の
分
身
』

(
32)

小
浜
善
信
『
九
鬼
周
造
の
哲
学
―
漂
白
の
魂
』,

 p. ii, 2
.

(

33)
九
鬼
周
造
「
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
礼
賛
」(

別
巻
、
一
三
五
―
一
三
七;

 

一
四
一
―
一
四
二)

。



一
三
一

一
三
〇

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

(
34)

九
鬼
周
造
「
驚
き
の
情
と
偶
然
性
」(

三
、
一
七
五
）
。

(

35)
九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』(

二
、二
一
六)

。

(

36)

同
上(
二
、
一
〇)

。

(

37)

同
上(

二
、
九)

。
(

38)

同
上(

二
、
一
〇)
。

(

39

) M
erleau-Ponty, « Le m

étaphysique dans l’hom
m

e » (1947), in 

Sens et non-sens, Paris, N
agel, 1966, p. 168 : « La contingence de tout 

ce qui existe et de tout ce qui vaut n’est pas une petite vérité à laquelle il 

faudrait tant bien que m
al faire une place dans quelque repli du systèm

e, 

c’est la condition d’une vue m
étaphysique du m

onde. »

(

40)

九
鬼
周
造
「
書
斎
漫
筆
」(

五
、
四
二)

、
強
調
筆
者
。

(

41)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
七)  ; 

藤
田
正
勝
編
、
一
二
頁
、

強
調
筆
者
。

(

42)

同
上 (

一
、
一
三) ; 

藤
田
正
勝
編
、
二
四
頁
、
強
調
筆
者
。

(

43)

九
鬼
周
造
「
時
間
の
問
題
―
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」(

三
、

三
三
三)

、
強
調
九
鬼
。

(

44) H
eidegger, Sein und Zeit, op. cit., § 31, S. 144 : „Verstehen ist das 

existenziale Sein des eigenen Seinkönnens des D
aseins selbst“.

(

45)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
七)  ; 

藤
田
正
勝
編
、
一
一
頁

(

46

) H
usserl, Ideen zu einer reinen P

hänom
enologie und 

phänom
enologische Philosophie, H

ua III, S. 6 [4].

(

47)

九
鬼
周
造
「
実
存
哲
学
」(

三
、
九
三)

、
強
調
筆
者
。

(

48)

同
上(

三
、
七
六)

。 

『
文
学
概
論
』(

一
一
、
八
四)

。

(

49)

同
上(

三
、
六
〇)

。 

『
文
学
概
論
』(

一
一
、
二
五)

。

(

50)

最
近
の
、す
な
わ
ち
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
『
全
体
性
と
無
限
』(

一
九
六
一)

以
降
の
「
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
の
神
学
的
転
回
」
を
問
題
に
す
る
ド
ミ
ニ

ク
・
ジ
ャ
ニ
コ
に
倣
っ
て
こ
の
表
現
を
用
い
る
。D

om
inique Janicaud, 

Le tournant théologique de la phénom
énologie française (1990), in La 

phénom
énologie dans tous ses états, Paris, G

allim
ard, 2009

を
参
照
。

(

51)

九
鬼
周
造
『
文
芸
論
』
序 

(

四
、
四)

。

(

52)

九
鬼
周
造
『
文
学
概
論
』(

一
一
、
一
五
〇;

一
五
三
―
一
五
四) ; 

「
文

学
の
形
而
上
学
」(

四
、
一
五)

。

(

53)

同
上(

一
一
、
一
五
八) ;

「
文
学
の
形
而
上
学
」(

四
、
四
八)

。

(
54)

九
鬼
周
造
『
文
学
概
論
』(

一
一
、
一
〇
〇)

。
強
調
九
鬼
。

(

55)
九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』(

二
、
一
二
〇)

。

(

56)

同

上
「

同

時

的

偶

然

と

継

起

的

偶

然

」(

二
、
一

二

六

―

一
三
五)

。 

(

57)

同
上(

二
、
一
二
九
、 

一
三
二)

。

(

58)

九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」(

四
、
五
一)  ; 

『
文
学
概
論
』

(

一
一
、
一
五
八)

。

(

59)

九
鬼
周
造
『
文
学
概
論
』(

一
一
、
一
六
三)

 ; 

「
文
学
の
形
而
上
学
」(

四
、 

二
一)

。

(

60)

同

上(

一

一
、
一

三

八) ; O
skar B

ecker, „Von der H
infälligkeit 

des Schönen und der A
benteuerlichkeit des K

ünstlers“, in Jahrbuch 

für Philosophie und phänom
enologische Forschung, Ergänzungsband: 

H
usserl-Festschrift, S. 28.
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三
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一
三
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本
哲
学
史
研
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第
十
号

九
鬼
周
造
に
お
け
る
現
象
学
と
形
而
上
学
の
交
わ
り
の
問
題[

エ
ベ
ル
ソ
ル
ト]

(

34)

九
鬼
周
造
「
驚
き
の
情
と
偶
然
性
」(

三
、
一
七
五
）
。

(

35)

九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』(

二
、二
一
六)

。

(

36)

同
上(

二
、
一
〇)

。

(

37)

同
上(

二
、
九)

。

(

38)

同
上(

二
、
一
〇)

。

(

39

) M
erleau-Ponty, « Le m

étaphysique dans l’hom
m

e » (1947), in 

Sens et non-sens, Paris, N
agel, 1966, p. 168 : « La contingence de tout 

ce qui existe et de tout ce qui vaut n’est pas une petite vérité à laquelle il 

faudrait tant bien que m
al faire une place dans quelque repli du systèm

e, 

c’est la condition d’une vue m
étaphysique du m

onde. »

(

40)

九
鬼
周
造
「
書
斎
漫
筆
」(

五
、
四
二)

、
強
調
筆
者
。

(

41)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
七)  ; 

藤
田
正
勝
編
、
一
二
頁
、

強
調
筆
者
。

(

42)

同
上 (

一
、
一
三) ; 

藤
田
正
勝
編
、
二
四
頁
、
強
調
筆
者
。

(

43)

九
鬼
周
造
「
時
間
の
問
題
―
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」(

三
、

三
三
三)

、
強
調
九
鬼
。

(

44) H
eidegger, Sein und Zeit, op. cit., § 31, S. 144 : „Verstehen ist das 

existenziale Sein des eigenen Seinkönnens des D
aseins selbst“.

(

45)

九
鬼
周
造
『
「
い
き
」
の
構
造
』(

一
、
七)  ; 

藤
田
正
勝
編
、
一
一
頁

(

46

) H
usserl, Ideen zu einer reinen P

hänom
enologie und 

phänom
enologische Philosophie, H

ua III, S. 6 [4].

(

47)

九
鬼
周
造
「
実
存
哲
学
」(

三
、
九
三)

、
強
調
筆
者
。

(

48)

同
上(

三
、
七
六)

。 

『
文
学
概
論
』(

一
一
、
八
四)

。

(

49)

同
上(

三
、
六
〇)

。 

『
文
学
概
論
』(

一
一
、
二
五)

。

(

50)

最
近
の
、す
な
わ
ち
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
『
全
体
性
と
無
限
』(

一
九
六
一)

以
降
の
「
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
の
神
学
的
転
回
」
を
問
題
に
す
る
ド
ミ
ニ

ク
・
ジ
ャ
ニ
コ
に
倣
っ
て
こ
の
表
現
を
用
い
る
。D

om
inique Janicaud, 

Le tournant théologique de la phénom
énologie française (1990), in La 

phénom
énologie dans tous ses états, Paris, G

allim
ard, 2009

を
参
照
。

(

51)

九
鬼
周
造
『
文
芸
論
』
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(

四
、
四)

。

(

52)

九
鬼
周
造
『
文
学
概
論
』(

一
一
、
一
五
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一
五
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―
一
五
四) ; 

「
文

学
の
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而
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四
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一
五)
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(
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一
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、
一
五
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学
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而
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学
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四
、
四
八)
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(

54)

九
鬼
周
造
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学
概
論
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一
一
、
一
〇
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調
九
鬼
。

(

55)

九
鬼
周
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『
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一
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(
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時
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然
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一
三
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(
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二
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一
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(
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鬼
周
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学
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形
而
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学
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四
、
五
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概
論
』
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一
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、
一
五
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(
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九
鬼
周
造
『
文
学
概
論
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一
一
、
一
六
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「
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学
の
形
而
上
学
」(

四
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二
一)

。

(

60)

同

上(

一

一
、
一

三

八) ; O
skar B

ecker, „Von der H
infälligkeit 

des Schönen und der A
benteuerlichkeit des K

ünstlers“, in Jahrbuch 

für Philosophie und phänom
enologische Forschung, Ergänzungsband: 

H
usserl-Festschrift, S. 28.




